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広　 報

　 新年あけま し ておめでと う ございま す。

　 本年が皆様にと っ て よ り 良い１ 年にな

り ま すよ う にご祈念申し 上げま す。

謹賀新年
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栄
村
長

　

宮
　
川

　
幹

　
雄

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
く
希
望
に
満
ち
た
初
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
2
年
か
ら
と
な
る
、
コ

ロ
ナ
禍
も
村
民
の
皆
さ
ん
が
感
染
防
止

対
策
に
真
摯
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
、

ま
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
国
か
ら
の
対
策

交
付
金
の
取
扱
等
々
、
職
員
の
皆
さ
ん

が
結
束
し
て
こ
の
事
態
に
対
応
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
、
大

事
と
な
ら
ず
に
現
在
に
至
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、

令
和
2
年
度
か
ら
3
億
7
千
万
円
ほ
ど

の
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た

が
、
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
総
じ
て
村
民

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
た
も
の
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
信
濃

川
水
系
緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推

進
、
箕
作
月
岡
地
区
の
築
堤
や
百
合
居

橋
の
架
け
替
え
工
事
の
調
整
、
又
こ
れ

に
合
わ
せ
て
の
宅
地
造
成
工
事
に
も
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
村
の
幹
線
道
路
で
あ
る
、
天

代
坪
野
線
北
野
地
区
の
道
路
改
良
を
進

め
、
同
時
に
県
北
部
地
震
で
安
全
性
に

不
安
の
あ
っ
た
北
野
天
満
温
泉
の
温
泉

棟
も
令
和
5
年
度
中
に
は
完
成
で
き
る

見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
12

月
に
は
、
雪
に
よ
る
倒
木
を
原
因
と
し

て
、
村
内
で
大
規
模
な
停
電
と
な
り
ま

し
た
。
村
で
は
、
電
力
の
確
保
と
い
う

観
点
か
ら
、
森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
積
極
的
に
電
線

脇
に
あ
る
立
木
の
伐
採
に
努
め
て
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
令
和
4
年
3
月
策
定
と
な
っ

た
、
第
6
次
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本

計
画
は
、
若
者
対
策
、
人
口
減
少
対
策

を
柱
と
し
て
、
若
者
向
け
住
宅
1
棟
8

戸
建
て
の
建
設
、
ま
た
移
住
定
住
対
策

に
力
を
注
ぐ
こ
と
で
、
確
実
に
村
の
人

口
減
少
に
ブ
レ
ー
キ
が
掛
か
り
つ
つ
あ

る
と
感
じ
ま
す
。
3
年
余
り
と
な
る
コ

ロ
ナ
対
応
の
中
で
、
大
型
事
業
に
も
取

り
組
み
、
そ
し
て
村
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
施
策
を
削
る
こ
と
な
く
、
経
常
経

費
や
施
策
の
見
直
し
を
進
め
、
収
入
あ

っ
て
の
支
出
を
基
本
と
し
て
、
健
全
財

政
、
安
定
し
た
行
政
運
営
の
基
礎
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村
の
基
金

は
27
億
円
程
と
な
り
ま
し
た
が
、
あ
ら

ゆ
る
不
測
の
事
態
に
対
処
す
る
財
源
と

し
て
、
ま
た
各
大
型
事
業
を
展
開
し
て

い
く
調
整
財
源
と
し
て
、
緻
密
に
こ
れ

を
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
、
安
定
し
た

行
政
を
進
め
て
い
く
要
で
も
あ
り
、
村

長
の
責
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
栄
村
の
あ
た
ら
し
い
学
校
の
姿
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校

が
栄
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し

て
、
若
い
世
代
や
お
年
寄
り
に
も
居
心

地
の
良
い
場
所
と
な
っ
て
、
あ
る
意
味
、

村
を
変
え
て
い
く
存
在
と
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
計
画
に
沿

っ
て
あ
た
ら
し
い
学
校
が
開
校
で
き
る

よ
う
予
算
措
置
に
万
全
を
尽
く
し
ま
す
。

ま
た
、
並
行
し
て
保
育
園
の
こ
と
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
村
の
基
軸
で
あ
る
稲
作
を
核
と
し
た

農
業
の
継
続
を
図
る
に
は
、
さ
ら
に
農

業
の
実
態
に
踏
み
込
ん
で
、
集
落
を
越

え
た
取
り
組
み
を
進
め
る
事
が
肝
要
と

思
い
ま
す
。
ま
た
観
光
業
は
、
村
有
観

光
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
観
光
推

進
体
制
の
再
構
築
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
村
内

幹
線
道
路
で
あ
る
国
道
4
0
5
号
改
良

促
進
、
未
供
用
区
間
の
開
設
要
望
の
強

化
、
県
道
長
瀬
横
倉
停
線
の
長
瀬
地
区

の
改
良
着
手
、
鳥
甲
線
も
幹
線
重
要
道

路
と
し
て
、
県
と
の
調
整
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
若

い
世
代
も
お
年
寄
り
も
大
事
に
し
な
が

ら
、
必
要
な
事
業
の
選
択
を
進
め
て
い

く
事
が
大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
政
治

は
希
望
で
す
。
合
理
性
と
い
う
こ
と
だ

け
で
は
、
図
り
得
な
い
領
域
も
多
く
あ

っ
て
、
そ
う
し
た
、
夢
や
艶
み
た
い
な

部
分
、
穏
や
か
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
部

分
も
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
村

民
の
皆
さ
ん
が
明
る
い
希
望
を
持
て
る

村
づ
く
り
を
本
年
も
全
力
で
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
て
年

頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ



広 報 さ か え（ 3） 令和６ 年１ 月１ 日

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
常
日
頃

よ
り
村
議
会
の
運
営
に
関
し
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

事
に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、
令
和
2
年
1

月
に
確
認
さ
れ
て
か
ら
3
年
余
り
が
経

過
し
ま
し
た
。
国
は
、
5
月
連
休
明
け

に
感
染
法
上
の
位
置
付
け
を
、
現
行
の

「
2
類
相
当
」
か
ら
「
5
類
」
へ
と
引

き
下
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
法
律

上
の
位
置
付
け
が
変
わ
っ
て
も
、
ウ
イ

ル
ス
は
終
息
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
ワ
ク

チ
ン
の
免
疫
を
か
い
く
ぐ
る
と
さ
れ
る

「X
B

B
.1

.5

」
の
拡
大
も
気
が
か
り
で
し

た
が
、
11
月
に
7
回
目
（
65
歳
以
上
）

の
「X

B
B

.1
.5

」
対
応
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
自
粛
さ
れ
て
い

た
研
修
会
や
総
会
等
が
、
従
前
の
よ
う

に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
終
息
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
洗
い
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
で
き
る
限
り
三
密
を
避
け

る
な
ど
の
、
個
人
の
判
断
で
感
染
予
防

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ

ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
雪
不
足
等
の
た
め

4
年
続
け
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
の
ま
と
ま
っ
た
降
雪
を
願
い
、
賑
わ

い
あ
る
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、
北
野

地
籍
の
土
合
橋
か
ら
県
道
に
通
ず
る
付

近
の
道
路
改
良
が
完
成
し
、
北
野
天
満

温
泉
に
到
る
道
路
整
備
が
完
了
し
、
大

型
バ
ス
等
の
通
行
が
可
能
と
な
り
、
物

流
や
観
光
の
活
性
化
に
も
期
待
が
あ
つ

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
百
合
居
地
区
の
堤
防
工
事
、
及
び
、

百
合
居
橋
の
架
け
替
え
工
事
に
つ
い
て

は
、
契
約
も
済
み
進
捗
し
て
い
ま
す
。

百
合
居
橋
の
上
部
工
に
つ
い
て
は
、
姿

を
見
せ
る
の
は
6
年
度
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
区
の
宅
地
造
成
予
定
地

の
切
土
の
施
工
後
、
村
発
注
の
宅
地
造

成
工
事
は
年
度
内
を
目
標
に
進
め
て
い

ま
す
。

　
今
年
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

国
民
健
康
保
険
税
の
改
定
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
第
9
期
介
護
保
険
料
（
65

歳
以
上
の
一
号
被
保
険
者
）
に
つ
い
て

は
、
1
月
開
催
の
審
議
会
（
栄
村
老
人

保
健
福
祉
計
画
・
第
9
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
懇
話
会
）
に
お
い
て
答
申

が
出
ま
す
。
そ
の
答
申
に
よ
り
村
長
が

決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者

の
負
担
軽
減
を
希
み
ま
す
。

　
村
の
将
来
に
向
け
て
、
議
員
の
な
り

手
を
確
保
す
る
た
め
、
議
会
改
革
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
昨
年
5
月
以
降
、「
議

員
の
あ
り
方
」
「
議
員
の
な
り
手
」
「
議

員
定
数
」「
報
酬
」
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

全
員
協
議
会
で
議
論
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
12
月
か
ら
は
、
今
ま
で
の
議
論
を
煮

詰
め
て
も
ら
う
た
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
設
け
、
4
月
ま
で
を
一
区
切

り
と
し
て
、
方
向
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
お
い
て
は
、
予
算
執
行
や
、

多
様
な
政
策
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
つ

つ
、
各
委
員
会
で
提
言
を
行
い
な
が
ら

村
民
の
付
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
村
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
村
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
、
最
良
の
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

栄
村
議
会
議
長

　

上
　
倉

　
敏

　
夫
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N EXT1

1
月
■
村
民
ア
ル
ペ
ン
教
室
を
開
催

　
　
■
栄
中
学
校
生
徒
の
発
案
に
よ
る

「
お
ひ
さ
ま
ラ
ス
ク
」
を
商
品
化

2
月
■
「
手
打
ち
そ
ば
講
習
会
」
を
開
催

3
月
■
「
栄
村
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ
、

防
災
教
育
講
演
会
・
冬
山
遭
難
救

助
合
同
訓
練
を
実
施

　
　
■
ス
キ
ー
場
で
の
イ
ベ
ン
ト

「
S
A
K
A
E
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
」
を
初
開
催

　
　
■
「
栄
村
ス
キ
ー
大
会
」
を
開
催

4
月
■
春
季
区
長
会
を
開
催

5
月
■
自
然
環
境
保
護
条
例
に
基
づ
き
、

特
定
保
護
動
植
物
を
指
定

　
　
■
栄
小
学
校
運
動
会
が
開
催

6
月
■
新
村
営
住
宅
「
N
E
X
T
１
」

　
　
　
完
成

　
　
■
苗
場
三
山
山
開
き

　
　
■
消
防
団
に
よ
る
火
災
水
害
対
策
訓

練

　
　
■
鳥
獣
被
害
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

令和５ 年に起き た村の主な出来事を振り 返り ます。

今年も 、 皆さ んや栄村にと っ て良い１ 年になり ますよう に！

栄
村
2
0
2
3
年

主
な
出
来
事

山開き

スキー教室

キャ ンド ルナイ ト
おひさ まラ スク

令和5年 栄村の1年を振り 返る

栄村スキー大会

冬山遭難救助訓練
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７
月
■
「
栄
村
駅
伝
大
会
」
を
開
催

　
　
■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
山
田
慎
さ

ん
を
任
命

　
　
■
栄
村
水
害
対
策
訓
練
を
実
施

　
　
■
栄
村
で
「
千
曲
川
・
信
濃
川
直
轄

河
川
編
入
連
絡
協
議
会
」
を
開
催

８
月
■
栄
小
と
大
久
保
地
区
の
協
力
事
業

「
大
久
保
地
区
の
ひ
ま
わ
り
」
満

開

　
　
■
「
栄
村
20
歳
の
集
い
」
を
開
催

　
　
■
4
年
ぶ
り
に
栄
村
1
0
0
㎞
サ
イ

ク
リ
ン
グ
開
催

　
　
■
長
野
県
知
事
と
の
対
話
集
会
開
催

9
月
■
4
年
ぶ
り
に
「
村
民
登
山
」を
開
催

10
月
■
「
第
45
回
栄
村
総
合
文
化
祭
」

　
　
■
村
内
で
大
型
三
輪
バ
イ
ク
イ
ベ
ン

ト
開
催

　
　
■
栄
村
防
災
訓
練
を
実
施

　
　
■
北
信
保
育
園
運
動
会
を
開
催

11
月
■
栄
村
表
彰
式
を
開
催

　
　
■
村
内
で
J
M
R
C
関
東
ラ
リ
ー
大

会
が
開
催

12
月
■
秋
季
区
長
会
を
開
催

　
　
■
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場

　
　
　
O
P
E
N

2 0 歳の集い

駅伝大会

10 0 ㎞サイクリングイベント

消防団訓練 長野県知事と の

対話集会
三輪バイ ク イ ベント
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栄村職員を 募集し ます!!

村では、 令和６ 年４ 月１ 日採用予定の職員を追加募集し ます。

♦ 試験の区分・ 採用予定人数

一般事務及び看護師 ・  若干名

♦ 試 験 日

　 採用候補者試験の申込後に決定

♦ 試験内容

　 書類選考、 資格審査、 作文試験、 面接試験

♦ 申込受付期間

　 令和６ 年２ 月９ 日㈮ま で

♦ 受験資格　

　 一般事務

　 ①高等学校卒業以上の学力を有する 者。

　 ②ワ ード 、 エク セル等パソ コ ンの操作が可

能な者。

　 看護師

　 ①看護師の資格を有する 者（ 採用日ま でに

資格を 取得する 見込みの者を含む）。

　 ②ワ ード 、 エク セル等パソ コ ンの操作が可

能な者。

♦ 住所要件等

　 ①栄村に住所を 有し ている 者又は採用

後は栄村に住民登録をし て居住する

予定の者又は村外に居住し 通勤可能

な者。

　 ②普通自動車運転免許を有する 者。 た

だし 、 令和６ 年３ 月末日ま でに当該

免許を取得する 見込みの者を含む。

♦ 申込方法

　 栄村役場及び秋山支所の窓口にある 受

験申込書に必要事項を記入のう え、 総務

課へ提出（ 郵送可） し てく ださ い。

※申込書は村ホームページから も ダウ ン

ロ ード でき ま す。

総務課　 行政係

☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2
問合せ先

せり 売り 結果

入札日 令和５ 年12月13日

物品名
消防軽積載車１ 台

（ 平成７ 年式）

落札者 ㈲カ ート ッ プ

落 札

決定額
330,000円

担当課 総務課

入 札 結 果

入札日 令和５ 年12月14日 入札日 令和５ 年12月14日

業務名 除雪機① 業務名 除雪機②

落札者 ながの農業協同組合 落札者 ながの農業協同組合

落 札

決定額
2,255,000円

落 札

決定額
2,255,000円

担当課 民生課 担当課 民生課
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　 国税庁ホーム ページ「 確定申告書等作成コ ーナー」 は、 ぜひス マホから ご 利用く ださ い。

　 確定申告会場に出向かずに、 ご 自宅から ス マホ申告を する こ と ができ ま す。

（ こ んなあなたはスマホ申告専用画面で作成でき ます！）

◯　 年末調整が済んでいて、 医療費控除やふる さ と 納税など の寄附金控除の

　 　 申告を する 方

◯　 年末調整が済んでいない方

◯　 ２ か所以上の給与所得がある 方

◯　 年金収入や副業等の雑所得がある 方

◯　 株式等の譲渡を さ れた方（ 特定口座を お持ちの方）

（ 青色申告決算書や収支内訳書の作成も できます！）

　 事業所得や不動産所得がある 方の青色申告書や収支内訳書も ス マホ申告専用画面で作成でき ま す。

　 収入金額と 各種必要経費を 入力する と 、所得金額が自動計算さ れる ため、計算誤り の心配も あり ま せん。

　 ま た、 作成し た青色申告決算書等データ を 翌年に引き 継ぐ こ と で、 翌年以降の減価償却費の計算など 一

定の項目の入力が省略さ れま す。

　 さ ら に、消費税の確定申告に青色申告決算書等データ を 利用する こ と で、決算書等の情報が引き 継がれ、

一定の項目が自動入力さ れま す。ぜひ、ス マホによ る 青色申告決算書や収支内訳書の作成を ご検討く ださ い。

も っ と 身近に　 も っ と 便利に

スマホで申告！

【 問合せ先】　 総務課　 税務係　 ☎0269-87-3111

　 ２ 月から 始ま る 所得税、 村・ 県民税の申告に向けて、 令和５ 年中の農業に関係する 収入と 支出を 集計し

ま し ょ う 。

◆記入する紙はどう するの？

　 主に前回の農業所得を 白色申告し た方に、 用紙等を 配布し てあり ま す。 お手元に用紙が無い場合は、 総

務課税務係へお問合せく ださ い。 ま た、 村のHPでも 配布し ており ま す。

◆記入し たら どう するの？

　 納税申告相談にお越し になる 方につき ま し ては、 令和6 年1 月1 9 日㈮までに、 総務課税務係又は

秋山支所へ提出し てく ださ い。

◆納税申告相談はいつから ？

　 納税申告相談の会場・ 日程については、 広報さ かえ２ 月号でお知ら せし ま す。

◆栄村H P 　 農業所得の申告について

　 記入の仕方やエク セル形式の各様式も 公開し ており ま すので、是非ご 活用く ださ い。

　【 栄村HP】 HOM E 〉く ら し ・ 手続き 〉税金・ 使用料〉農業所得の申告について 村H P

農業所得の収支計算はお早めに！

税務署から の

お知ら せ
確定
申告

《 確定申告はこ ちら 》
《 マイ ナポータ ル連携に

ついてはこ ちら 》
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　 暖冬予想の今冬、 ゲレ ン デは1 1 月下旬に一旦真っ 白になり まし たが、 1 ２月に入り 雨模様

と なり 当初オープン 予定の1 ６日は延期し まし た。 その後順調な降雪があり 1 9 日に一部滑走

可能で無事今シーズンの営業を 始めまし た。

  スキー、 スノ ーボード 、 そり 遊びやレ スト ラ ン の美味し い食事などで 、 今シーズンも スキ

ー場で楽し く 過ごし ていただける よう 、 スタ ッ フ 一同頑張り ますので、 ぜひスキー場に遊び

に来てく ださ い。

●営業期間

令和6 年3 月2 8 日㈭まで

●リ フ ト 営業時間

8： 4 5 ～1 6： 0 0 （ 平日）

8： 3 0 ～1 6： 0 0 （ 土日祝日）

最新情報を発信中です！

●料金表

種　 別 大　 人
小　 人

（ 小中学生）

シニア
（ 6 0 歳以上）

１ 日 券 4 ,0 0 0 円 2 ,5 0 0 円 3 ,2 0 0 円

１ 回 券 4 0 0 円 4 0 0 円 −

４ 時 間 券 3 ,0 0 0 円 2 ,1 0 0 円 −

シ ー ズ ン 券 2 8 ,0 0 0 円 1 6 ,0 0 0 円 1 6 ,0 0 0 円

平日シーズン券 1 0 ,0 0 0 円

村民シーズン券 8 ,0 0 0 円 無料

−村民シーズン券
（ 高校生）

5 ,0 0 0 円 −

スキー場

Ｘ（ 旧Tw it te r）

スキー場HP スキー場

Faceb o o k

さ かえ俱楽部スキー場（ 商工観光課）

☎0 2 6 9 -8 7 -3 3 5 5

問

さ かえ倶楽部スキー場がオープンしまし た

レスト ラ ン情報

栄っ 子も 初滑り を満喫!!

　 今シーズンも 栄村ト マト ジュ ースを 使

用し たレ スト ラ ンメ ニュ ーを ご用意し て

います。

　 和 室 で ゆ っ く り

召し 上がれる「 あっ

たかト マト 鍋」 は要

予約で １ 月１３日㈯

から 始めます。

　 待ちに待っ たスキー場のオープン！　 栄っ 子たちも 早速初滑り を堪能し ました！今シーズンも 栄っ 子でスキー場は賑やかになり そう です。

　 １2月27日㈬、 28日㈭に東京都神津島村

の小中学生３6名がスキー教室に来てく れ

まし た。 28日は雪上運動会を 開催し 、 雪

国の遊びで盛り 上がり まし た。

　 栄村の子ど も たち も いつか神津島へ行

っ てみたいですね。

東京都神津村の皆さ んが東京都神津村の皆さ んが

来場し まし た！来場し まし た！
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栄
村
ふ
る
さ
と
納
税
に
毎
年
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
る
方
か
ら
柚
子
を
段
ボ
ー
ル
い
っ

ぱ
い
に
い
た
だ
き
ま
し
た
！

　
と
て
も
大
き

い
香
り
豊
か
な

柚
子
。

　
ぜ
ひ
村
民
の

皆
様
に
お
届
け

し

た

い

と

思

い
、
保
育
園
・

小
学
校
・
中
学

校

の

給

食

に

…
。

　
そ
し
て
、
小

赤
沢
の
生
き
が

い
セ
ン
タ
ー
で

柚
子
湯
に
し
て

楽

し

み

ま

し

た
。

～村内の行事等を 写真で

お伝えし ます！～フォト ニュ ースフォト ニュ ース

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

北
信
保
育
園

栄
村
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「
バ
ッ
ト
マ
ン
」
優
勝
！

温
か
い
ゆ
ず
湯
を
堪
能
し
ま
し
た

　
12
月
22
日
㈮
に
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
っ
た
り
、
ダ
ン

ス
や
手
品
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
登
場
！

　
今
年
も
保
育
園
の
お
友
達
や
地
域
の
小
さ

な
お
友
達
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
ら
れ
、

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
３
㈰
栄
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た

油
科
モ
ー
タ
ー
ス
杯
で
優
勝
し
た
「
バ
ッ
ト

マ
ン
」
は
全
員
が
20
代
。
ジ
ャ
ン
プ
サ
ー
ブ

や
若
さ
溢
れ
る
プ
レ
ー
で
他
を
圧
勝
。

　
経
験
豊
富
「
の
ん
べ
ぇ
ず
」
も
活
躍
！
熟

練
の
技
と
気
迫
は
ま
だ
ま
だ
健
在
！
老
骨
に

鞭
打
ち
戦
う
姿
に
会
場
全
員
が
感
銘
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
毎
週
土
曜
日
栄

小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
大
会
も
毎
年

開
催
さ
れ
密
か
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。
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令和６ 年

３ 月から

国民年金保険料の口座振替・ ク レジッ ト カ ード

納付での前納について、 年度の途中から まと め

て振替（ 立替） でき るよう になり ます

振替（ 立替） 方法に前納（ ６ カ 月前納・ １ 年前納・ ２ 年前納） をご選択の場合

【 現在は】

　 初回振替（ 立替） から 当年度３ 月分までは１ カ 月分ず

つ毎月振替（ 立替） し 、 ４ 月末に翌年度以降の保険料を

まと めて振替（ 立替）

　 ➡３ 月分までは毎月振替（ 立替）（ 割引なし ）

　 ➡翌年度以降の保険料を４ 月末にまと めて振替（ 立替）

　 　（ 割引あり ）

※６ カ 月前納の場合は、 上記の他、 ９ 月末まで１ カ 月分ずつ毎

月振替（ 立替） し 、 最初の10月末にまと めて振替（ 立替）

【 令和６ 年度３ 月以降の受付分から は】

　 年度の途中から でも 、 年度末（ 又は翌年度末） までの

保険料をまと めて振替（ 立替）

　 ➡初回振替（ 立替） 時に当月分から 当年度３ 月分（ ま

たは翌年度３ 月分） までまと めて振替（ 立替）

　 　（ 割引あり ）

　 ➡初回振替（ 立替） 後最初の４ 月末に１ 年分（ または

２ 年分） まと めて振替（ 立替）（ 割引あり ）

※６ カ 月前納を 選択し た方で初回振替日が５ 月末から ９ 月末と

なる場合は、最初の10月末に初めて６ カ 月分まと めて（ 前納）

の振替（ 立替） と なり ます。

※口座振替の場合、 初回振替時に前月分の保険料が未納の場合

は、 前月分の保険料を あわせて振替し ます。

医療費のお知ら せ通知が

ハガキから 封書へ変更と なり ます

　 医療費のお知ら せは、 １ 年間に皆様が国民健康保険で受診さ れた状況を 示し ていま す。

　 医療費は被保険者の皆様が負担さ れた保険税（ 料） と 国の負担金（ 補助金） によ っ てま かなわれていま す。

医療費のお知ら せは国民健康保険の役割を 知っ ていただく と と も に、 健康の大切さ について関心を 高めてい

ただく こ と を 目的と し ていま す。 　 　 ※こ のお知ら せは、 医療費を 収めていただく 請求書ではあり ません。

問合せ先

民生課　 住民福祉係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 4

表 面

裏 面

こ ちら の封筒で届き ます
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顔認証マイ ナンバーカ ード のご案内顔認証マイ ナンバーカ ード のご案内

　 顔認証マイ ナン バーカ ード と は、 暗証番号の設定を 不要と し たマイ ナン バーカ ード です。 暗証番

号の設定や管理に不安がある 方にも 安心し てカ ード を 取得し 、 利用し ていただける よ う になり ま

し た。

○顔認証マイ ナンバーカード は、 どなたでも 利用する こ と ができ る カード です。

○既にマイ ナンバーカード をお持ちの方は、 役場窓口にて切替手続ができ ま す。

○マイ ナンバーカード をこ れから 申請する 方は、 申請・ 交付のための来庁時に併せて手続き ができ

ま す。 顔写真の撮影も 行っていま すので、 お気軽にご相談く ださ い。

　 栄村で実施し てき た集団接種は12月で終了し ま し たが、 令和６ 年１ 月以降の接種日程についてお知ら

せし ま す。

１ ． 栄村診療所での接種（ 12歳以上対象）

　 日程： １ 月31日㈬、 ２ 月28日㈬　 午後４ 時～５ 時　 　 定員： 各20人

２ ． 飯山市での接種（ 12歳以上対象）

　 会場及び日程： ①みゆき 会ク リ ニッ ク 　 １ 月16日、 23日、 30日（ 火曜日） の午後５ 時

　 　 　 　 　 　 　 　 ②飯 山 赤 十 字 病 院　 １ 月12日、 19日、 26日（ 金曜日） の午後２ 時・ ２ 時30分

３ ． 使用するワク チンの種類

　 フ ァ イ ザー社（ オミ ク ロ ン 株XBB.1.5）

４ ． お申し 込み方法

　 接種を 希望さ れる 方は栄村会場、 飯山市会場と も に民生課健康支援係へお申し 込みく ださ い。

　（ 受付時間： 平日の午前８ 時30分～午後５ 時15分）

５ ． 注意事項

　 ①　 飯山市での接種は接種日の１ 週間前ま でにお申込みが必要です。 ま た、 定員に上限がある ため、

ご 希望の日に添えない可能性があり ま す。

　 ②　 ２ 月以降、 飯山市で接種を 希望さ れる 方は別途お問い合わせく ださ い。

　 ③　 小児（ ５ ～ 11歳）、 乳幼児（ ６ ヶ 月～４ 歳） の接種は予定し ており ま せん。

問合せ先 民生課　 住民福祉係　 ☎0269-87-3114

顔認証マイ ナンバーカ ード で

利用できるサービス

顔認証マイ ナンバーカ ード で

利用できないサービス

◦ 健康保険証と し ての利用

　（ 事前に利用登録が必要）

◦ 本人確認書類と し ての利用

◦ マイ ナポータ ル

◦ オンラ イ ン診療・ オンラ イ ン服薬指導

◦ その他オンラ イ ン手続

お申し 込み・ 問合せ先 民生課　 健康支援係　 ☎0269-87-3020

令和６ 年１ 月以降の令和６ 年１ 月以降の
新型コ ロナウイ ルスワク チン接種について新型コ ロナウイ ルスワク チン接種について
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りよだ健保

　 対象と な る 1962年（ 昭和37年） ４ 月２ 日～

1979年（ 昭和54年） ４ 月１ 日生ま れの男性へ、

原則無料で風し んの抗体検査と 予防接種を受け

ていただける ク ーポン券を村から 送付（ 令和４

年度） し ていま す。

　 対象と なる 方で、 ク ーポン

券が届かない、 届いたが紛失

し たと いう 方は、 栄村診療所

（ ☎0269-87-3306） ま でお問

合せく ださ い。 厚生労働省H P

抗体検査（ ク ーポン 券使用で無料と なり ます。）

職場での健診や医療機関（ 栄村診療所でも 可） 受けら れます。

抗体あり

・ 風し んへの抵抗

力があり ます。

予防接種を 受けまし ょ う ！
（ ク ーポン 券使用で無料と なり ます。）

栄村診療所でも 接種でき ます。

抗体なし

・ 風し んへの抵抗力があり ません。

・ 風し んにかかるリ スク があります。

　 あなたがき っ かけで妊娠初期の女性が風し んに感染する と 赤ち

ゃ んが心疾患・ 白内障・ 難聴を も っ て生まれる可能性があり ます

　 栄村診療所で「 抗体検査」 と 「 予防接種」 が受けら れる ので、

未来の子ど も たち を 守る ために、 ま ずは「 抗体検査」 を 受け

まし ょ う ! !

44～61歳

男性の皆様へ

♡ 妊娠・ 出産・ 子育てをサポート し ます♡
　 栄村では、令和５ 年４ 月から 妊娠期から 出産・ 子育て期のすべての家庭に寄り 添い相談に応じ る「 伴走型相談支援」 と 、

出産・ 育児用品購入など の経済的負担を 軽減する ための「 経済的支援」 を 行っていま す。

　 ８ 月広報でも お知ら せし ま し たが、 村では「 子ども 子育てセン タ ー」 を 設置し 、 妊娠を希望する 方、 妊娠中の方、

０ 歳から 18歳ま でのお子さ んと その保護者すべての方を対象に、 子育てに関する 相談を随時お受けし ていま すので、 お

気軽にご相談く ださ い。

　 子育て相談日など 子育てに関する 事業について栄村公式LINEで配信し ま すので登録をお願いし ま す。

　 こ んなこ と 相談し ても いいのかな？と 思う よう な内容も １ 人で悩まずお話く ださ い。

　 保健師、 家庭児童相談員がお話を聞かせていただき、 一緒に考えます。 必要に応じ て、

　 栄養士、 助産師、 心理士、 保育士、 医師等の専門職と 連携し 、 相談に応じ ます。

　 気軽に相談でき る場と し て月に１ 度、 子育て相談日を設けており ますのでご活用く ださ い。

次回の子育て相談日

令和6 年1 月1 0 日㈬　 9 時～1 2 時　 子育て支援ルームひなたぼっ こ

問　 栄村子ども 子育てセンタ ー（ 役場民生課内）　 平日8： 3 0 ～1 7： 1 5 　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 0 2 0（ 直通）

風し んの抗体持っていますか？

お気軽に
ご相談

く ださ い
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令和5 年度 原材料支給事業実績

総事業費　 ３ ，８ ５ １ ，３ ２ ０ 円

【 内訳】 元気づく り 支援金 ２ ，０ ５ ３ ，０ ０ ０ 円

村 １ ，２ ２ ０ ，６ ２ ２ 円

地元負担金（ 15% ） ５ ７ ７ ，６ ９ ８ 円

　「 長野県 地域発 元気づく り 支援金事業」 を

活用し て、 原材料支給事業を 実施し ま し た。

　 こ の事業は、 要望があっ た各地区へ、 村がＵ

字溝や縞鋼板、 生コ ン 等を 支給し 、 地元が施工

する 事業です。 こ れによ り 、 農道、 水路が整備

さ れ、草刈作業時の事故の防止や時間短縮など 、

維持管理の省力化に繋がり ま す。

　 地区要望から 策定し た ５ ヶ 年計画（ ４ 年目）

によ り 、 本年は次の12地区へ支給し ま し た。

　 来年度は10地区へ支給する 予定です。

北野地区の

作業の様子

【 問合せ先】

建設課　 建設事業係

☎0269-87-3113

地　 区　 名 製　 品　 名 数　 量

白 鳥 砕石 ６ ㎥

青 倉
ねじ 込み式プレスト 管

砕石　

30本

16㎥

野々海水利組合 縞鋼板 50枚

野 田 沢 縞鋼板 50枚

大 久 保 ダイ ポリ ンスト レート 管 32本

志 久 見 縞鋼板 50枚

長 瀬 ベンチフ リ ュ ーム蓋 50枚

原 向 縞鋼板 50枚

北 野 縞鋼板 50枚

中 野 縞鋼板 75枚

極 野 縞鋼板 50枚

小 赤 沢 縞鋼板 30枚

問　 総務課　 情報防災係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2

【 告知放送スピーカーの乾電池の確認をお願いします】

　 各戸へ設置し ている 告知放送ス ピ ーカーは、 乾電

池を 入れる こ と で、 停電時でも 村から の放送及び

F M ラ ジオ放送を 聞く こ と ができ ま す。

　 災害発生時や長時間の

停電発生の際は村から そ

の情報を 放送し ま すが、

停電時は乾電池が入って

いないと 聞く こ と ができ

ま せん。

　 本格的な冬を前に各家

庭でご確認を お願いし ま

す。

【 栄村公式L IN E アカ ウン ト に登録お願いし ます】

　 栄村公式LINEア カ ウ ン ト に登録いただく と 、 停

電時や告知放送ス ピ ーカ ーが使用でき ない時でも 、

村から の情報を受け取れま す。 ま た、 こ

れから の時期は、「 降雪・ 積雪情報」 や「 道

路カメ ラ・ 気象情報」 の確認も 簡単です。

　 登録は次の二次元コ ード から ！

【 停電情報おし ら せサービ ス（ 中部電力パワーグリ ッ ド ）】

　 中部電力パワ ーグリ ッ ド から 、 無料アプリ 「 停電情報お知ら せサービ ス 」 のご案内

です。 お住ま いの地域ま たはご自宅等の停電発生・ 復旧の情報を プッ シュ 通知で受け

取る こ と ができ ま す。

　 ま た、 画像送信が可能なチャ ッ ト 機能を 搭載し ていま すので、 電気設備に関する ご

相談に写真やイ ラ ス ト 付き でわかり やすく お答えし ま す。 ダウ ン ロ ード は無料、 簡単

な設定ですぐ にお使いいただけま す。

▲

電
池
が
入
っ
て
い
な
い
、
切
れ
て
い

る
場
合
は
一
番
左
の
『
電
源
』
ラ
ン

プ
が
ゆ
っ
く
り
と
点
滅
し
ま
す
。

探し たい情報を

選択し てタ ッ プ

するだけ！

災害・ 長期停電等に備えた設備の確認をお願いし ます！



（ 14）広 報 さ か え令和６ 年１ 月１ 日

栄
村
長
選
挙
の
期
日
等

を
決
定

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
広
瀬
隆
司
氏

関
谷
美
彦
氏
を
再
任

行
政
集
落
懇
談
会
の
報
告

申＝申し 込み先 　 問＝問合せ先 　 予＝予約先

　
栄
村
長
の
任
期
が
令
和
6
年
5
月
14

日
に
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
令
和
5
年
12
月
11
日
開
催
の
栄
村
選

挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
「
栄
村
長

選
挙
」
の
選
挙
期
日
等
を
、
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

◇
投
・
開
票
日

　
令
和
6
年
4
月
21
日
㈰

◇
告
示
日

　
令
和
6
年
4
月
16
日
㈫

問
　
栄
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　
令
和
5
年
12
月
議
会
定
例
会
に
お
い

て
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任
同

意
が
行
わ
れ
、
広
瀬
隆
司
さ
ん
（
森
）

と
関
谷
美
彦
さ
ん
（
月
岡
）
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
広
瀬
さ
ん
が
令
和
5
年
12

月
5
日
か
ら
、
関
谷
さ
ん
が
令
和
6
年

2
月
6
日
か
ら
で
、
と
も
に
3
年
間
で

す
。

問
　
総
務
課

　
行
政
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　
村
で
は
希
望
の
あ
っ
た
集
落
を
対
象

に
、
行
政
集
落
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
年
度
は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
末

に
か
け
て
10
集
落
の
公
民
館
を
会
場
に

開
催
し
、
1
2
3
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
宮
川
村
長
か
ら
行
政

報
告
や
主
要
な
施
策
の
説
明
を
行
い
、

参
加
者
か
ら
は
地
域
の
道
路
や
水
路
の

維
持
管
理
、
除
雪
体
制
、
移
住
定
住
対

策
、
鳥
獣
被
害
防
止
、
農
業
や
観
光
振

興
、
福
祉
や
防
災
施
策
な
ど
、
幅
広
く

貴
重
な
ご
意
見
と
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の
村
づ
く

り
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
総
務
課

　
行
政
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

冬場に起こ る「 盗難」の対策し ていますか!?
下記を参考に対策を心がけ、 被害防止に努めまし ょ う 。

①　 除雪機

　 除雪機は、 ナンバープレ ート や防犯登録制度がなく 、 盗難にあう と 戻ってく る ケース はほと

んど あり ま せん。 なる べく 屋内に、 エンジンキーを外し て保管する よ う にし ま し ょ う 。 保管場

所が無く 屋外に保管する 場合は、 切断さ れにく いバイ ク 用のチェ ーンロ ッ ク を除雪機のフ レ ー

ムにま わし て柱にく く り つける 、 車両を前に置く など物理的に

持ち出せない措置をと って被害を防止し ま し ょ う 。 ま た、 万が

一の盗難に備え保険が掛けら れる 場合があり ま すので、 心配な

方は購入先など に確認し てみてく ださ い。

②　 灯　 油

　 家庭用ホームタ ンク から 灯油が抜かれる と いった事例が増加し ていま す。 給油口から ホース

を使って抜き 取る ケース 、下部の管を切断する ケース が報告さ れていま す。「 鍵付き カバー」「 ホ

ース 進入防止器具」 などの盗難防止器具を装着し 、 被害を防ぎま し ょ う 。

◇駐在所便り の回覧でも お知ら せがあり まし たが、 村内企業において除雪機の盗難があり まし た。 過去には、

真昼間に堂々と 盗んでいっ たケースも あり まし た。 どの場合も 設置場所に、 人感センサーラ イ ト 、 防犯カ

メ ラ などの器具を取り 付けて、 被害を 未然に防ぐ こ と が有効です。「 今まで大丈夫だっ たから 。」 と いっ て

何も し ないと いう こ と はせず、 被害防止を心がけまし ょ う 。

も
う
一
度
保
管
場
所
等
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

問　 総務課　 情報防災係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2
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㈱
サ
ヱ
グ
サ
＆
グ
リ
ー

ン
様
か
ら
寄
附
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た

青
倉
受
託
作
業
班
が
地

域
発
元
気
づ
く
り
支
援

金
の
優
良
事
例
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た

駐
在
所
連
絡
協
議
会
を

実
施
し
ま
し
た
！

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た

　
11
月
11
日
㈯
に
水
内
・
堺
駐
在
所
連

絡
協
議
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
駐
在
所

連
絡
協
議
会
と
は
協
議
会
委
員
の
み
な

さ
ん
に
駐
在
所
の
活
動
を
報
告
し
、ま
た

委
員
の
み
な
さ
ま
か
ら
警
察
に
対
し
て

の
意
見
や
要
望
を
伺
う
会
議
で
す
。
委

員
の
み
な
さ
ま
か
ら
の
要
望
に
応
え
る

よ
う
警
察
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

問
　
水
内
駐
在
所

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

２
０
０
３

　
11
月
27
日
㈪
、
廣
瀬
繁
さ
ん
（
森
）

の
長
野
県
自
衛
隊
募
集
相
談
員
と
し
て

の
活
動
に
対
し
て
、
村
長
と
自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部
長
の
連
名
で
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
自
衛
隊
募
集
相
談
員
は
、
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
が
行
う
自
衛
隊
の
募
集
に

対
し
て
、
幅
広
い
広
報
や
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
廣
瀬
さ
ん
は

平
成
17
年
度
か

ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
18
年
間

の
長
き
に
わ
た

り
精
力
的
に
ご

活
動
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問
　
総
務
課

　
情
報
防
災
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　
12
月
15
日
に
、
小
滝
集
落
の
お
米
「
コ

タ
キ
ホ
ワ
イ
ト
」
の
販
売
な
ど
を
手
掛

け
る
、
株
式
会
社
サ
ヱ
グ
サ
＆
グ
リ
ー

ン
様
よ
り
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
法
人
は
、
本
年
10
月
に
栄
村
で
初

開
催
さ
れ
た
大
型
三
輪
バ
イ
ク
の
イ
ベ

ン
ト
運
営
に
携
わ
っ
て
お
り
、
開
催
に

協
力
し
た
村
に
対
す
る
感
謝
と
い
う
こ

と
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
温
か
い

ご
支
援
に

心
か
ら
お

礼
申
し
上

げ
ま
す
。

問
　
総
務
課

　
企
画
財
政
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

野
県
が
支
援
金
を
交
付
す
る
『
元
気
づ

く
り
支
援
金
』
の
優
良
事
例
に
、
青
倉

受
託
作
業
班
（
島
田
裕
水
代
表
）
が
選

定
さ
れ
、
北
信
地
域
振
興
局
長
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
青
倉
受
託
作
業
班
は
、
令
和
４
年
度

に
本
支
援
金
を
活
用
し
、
移
住
者
等
の

若
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
減
農
薬
栽
培

米
「S

N
O

W
 R

IC
E

」
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
「S

N
O

W
 R

IC
E

」
は
現
在
、
栄
村

の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
県
で
は
現
在
、
以
下
の
通
り
令
和
６

年
度
の
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
対
象
者

　
公
共
的
団
体
等

◇
対
象
事
業

　
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
モ
デ
ル
的

で
発
展
性
の
あ
る
事
業

◇
交
付
対
象
経
費

　
交
付
対
象
事
業
の
実
施
に
要
す
る
経

費
（
団
体
等
の
運
営
費
や
人
件
費
、
食

糧
費
等
は
交
付
対
象
外
）

◇
補
助
率

　
2
／
3
～
4
／
5
（
事
業
内
容
に
よ

り
補
助
率
が
異
な
り
ま
す
。
）

◇
募
集
期
間

　
令
和
6
年
1
月
4
日
か
ら
令
和
6
年

2
月
1
日
ま
で

問
　
総
務
課

　
企
画
財
政
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
２

　
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
、
モ
デ
ル

的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
に
対
し
て
長

青倉受託作業班

代表 島田裕水さ ん（ 前列左）

同事務局　 高橋真太郎さ ん（ 前列右）

㈱サヱグサ＆グリ ーン

代表取締役　 三枝 亮様と

宮川村長



（ 16）広 報 さ か え令和６ 年１ 月１ 日

栄
村
不
妊
治
療
及
び
不

育
症
治
療
に
対
す
る
助

成
に
つ
い
て

　
村
で
は
、
不
妊
や
不
育
症
等
の
相
談

及
び
治
療
費
の
一
部
助
成
に
よ
り
、
子

ど
も
を
持
ち
た
い
ご
夫
婦
の
希
望
が
叶

え
ら
れ
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方

１
．
法
律
上
の
婚
姻
関
係
で
、
不
妊
治

療
を
行
っ
て
い
る
ご
夫
婦

２
．
栄
村
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所

を
有
す
る
者

３
．
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
者

４
．
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

○
助
成
の
額
及
び
期
間

　
1
年
度
あ
た
り
不
妊
治
療
30
万
円
・

不
育
症
治
療
20
万
円
を
限
度
と
し
、
自

己
負
担
の
1
／
2
の
額
を
補
助
す
る
。

（
通
算
5
年
度
以
内
）
な
お
、
長
野
県

か
ら
の
不
妊
治
療
等
に
関
す
る
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
そ
の
助

成
額
を
差
し
引
い
た
額
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

　
ま
た
、
村
の
保
健
師
に
よ
る
不
妊
治

療
等
の
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
悩
ん
で
い
る
方
は
1
人
で
抱
え
ず

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
民
生
課

　
健
康
支
援
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
０
２
０

栄村農業農村振興シンポジウムを開催しました栄村農業農村振興シンポジウムを開催しました
　 11月22日㈬、 さ かえ倶楽部ス キー場レ ス ト ハウ ス において、 栄村農業農村振興シンポジウ ムを

開催し ま し た。 参加者は、 中山間地域等直接支払制度を活用し ている 17集落協定の皆さ んと 栄村

農業委員会を中心に行いま し た。

　 こ のシンポジウ ムは、 各集落協

定の皆さ んが情報共有し ながら 意

見交換を行う こ と で、 今後５ ～10

年後の地域の将来を見据え、 今後

の農業の取り 組み方や暮ら し 方等

を改めて考える キッ ク オフ の場と

し ても ら う こ と を目的と し て開催

し ま し た。

　 今回のシンポジウ ムが、 こ の場だけで終わら ずに、 何か小さ な取組から 始める き っかけづく り

と なる こ と を願っていま す。

〈 問合せ先〉　 農政課　 農村振興係　 ☎0269-87-3113

特定非営利活動法人 地域づく り

代表理事　 多田朋孔 氏

シン ポジウムの様子

～
内
容
に
つ
い
て
～

①村外の事例発表

　 当村と 同じ 豪雪地である 、 新潟県十日町市の池谷集落で活躍し ている、 特定非営利活

動法人「 地域おこ し 」 代表理事の多田朋孔氏から 、池谷集落を 限界集落から 脱却さ せ、「 奇

跡の集落」 と 呼ばれた取組内容やその経験談等について、 お話を 伺いまし た。

②村内の活動事例発表

　 棚田地域振興活動加算を 活用し て新し い取組を 始めている ５ つの集落協定から 、 その

取組内容や進捗状況等について発表を 行いまし た。 畦畔草刈機を 導入し て作業の効率化

を 図る取組や米のブラ ン ド 化によ る販売促進を 目指す取組、 また、 都市部等の人を 対象

と し た体験交流イ ベン ト の開催による 、 関係人口創出の取組など、 今後の地域活性化を

目指し た内容の発表があり まし た。

③意見交換会

　 地域ごと に７ つのグループに分かれてワーク ショ ッ プ形式で意見交換を 行いまし た。

自分達の地域づく り の発展段階を 認識し た上で、 将来自分達が目指す内容や取り 組みた

い活動などを 、 話し 合う 形で行われまし た。 各グループの話し 合いでは笑顔も 見ら れ、

共通の話題についてお互い話し 合いができ 、 有意義な時間と なり まし た。
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今
年
の
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
！

（
植
物
編
）

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㊳

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、
今
回
も
本
年
度

調
査
で
の
ビ
ッ
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
を
い
く
つ

か
報
告
し
ま
す
。
今
回
は
、植
物
編
で
す
。

キ
ン
セ
イ
ラ
ン
確
認
！

　
２
０
２
２
年
秋
、
秋
山
地
区
に
お
住
ま

い
の
方
か
ら
、
山
中
に
野
生
ラ
ン
の
よ
う

な
葉
を
も
つ
植
物
が
あ
る
と
の
情
報
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
場
所
ま
で
同
行
し

て
い
た
だ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
確
か

に
野
性
ラ
ン
で
す
。
そ
の
方
も
、
ま
だ
花

は
見
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
２
３
年
６
月
、
花
の
時

期
を
待
っ
て
再
び
そ
の
場
所
を
訪
れ
て
み

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
薄
暗
い
森
の
林

床
で
、
そ
こ
だ
け
ぽ
っ
と
明
る
く
な
っ
た

よ
う
な
黄
色
い
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
見
る
野
性
ラ
ン
で
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
キ
ン
セ
イ
ラ
ン
で
す
。

こ
の
植
物
は
、
現
在
、
環
境
省
：
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
、
長
野
県
：
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
希
少
な
植
物
で
し
た
。

　
漢
字
で
は
「
金
星
蘭
」
と
書
き
、
美
し

い
花
が
金
星
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付

け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。そ
の
名
付
け
親
が
、

実
は
昨
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
ら
ん
ま
ん
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
牧

野
富
太
郎
博
士
で
す
。
こ
の
植
物
は
、
確

か
「
ら
ん
ま
ん
」
の
中
で
も
、
第
２
週
の

タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
花

に
栄
村
で
出
会
え
る
と
は
！
本
当
に
感
激

し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
野
性
ラ
ン
の
多
く

は
、
県
内
で
も
盗
掘
被
害
な
ど
に
よ
り
、

絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
が
多
数
あ

る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
ラ
ン
は
周

り
の
土
に
い
る
菌
と
共
生
し
て
い
る
の
で

盗
掘
し
て
も
育
ち
ま
せ
ん
。
今
後
大
切
に

守
っ
て
い
き
た
い
植
物
で
す
。

タ
コ
ノ
ア
シ
、
再
確
認
！

　
変
わ
っ
た
名
前
を
持
つ
植
物
で
す
ね
！

小
さ
な
花
が
て
っ
ぺ
ん
に
放
射
状
に
広
が

り
、
そ
の
花
の
様
子
が
蛸た

こ

の
足
の
吸
盤
の

よ
う
に
見
え
る
こ
と
、
ま
た
秋
に
実
や
葉

が
真
っ
赤
に
紅
葉
し
た
姿
が
、
ま
る
で
ゆ

で
蛸
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

こ
の
名
前
が
付
い
た
よ
う
で
す
。

　
タ
コ
ノ
ア
シ
は
、
川
原
や
湿
地
な
ど
に

見
ら
れ
ま
す
が
、
生
育
に
適
し
た
環
境
の

減
少
な
ど
に
よ
っ
て
、
環
境
省
：
準
絶
滅

危
惧
、
長
野
県
：
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
希
少

種
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
内
で
は
、
栄
村
出
身
の
植
物
学
者
で

あ
る
石
沢
進
先
生
に
よ
り
、
過
去
に
小
滝

に
あ
る
四
ッ
廻
り
の
運
河
跡
周
辺
で
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
録
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
昨
秋
の
調

査
で
再
び
川
原
の
複
数
の
場
所
で
少
数
な

が
ら
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
時
々
、
大
水
な
ど
の
出
水
に
よ
っ
て
、

い
っ
た
ん
植
物
が
洗
い
流
さ
れ
る
な
ど
の

攪か
く

乱ら
ん

が
起
き
る
川
原
で
も
し
ぶ
と
く
生
き

残
り
、
新
た
に
芽
吹
く
よ
う
で
す
。

　

　
こ
の
周
辺
で
は
、
同
様
に
川
原
の
厳
し

い
環
境
に
耐
え
て
生
育
す
る
ケ
イ
リ
ュ
ウ

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
や
ヤ
シ
ャ
ゼ
ン
マ
イ
な

ど
の
植
物
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
村
内

で
も
特
異
な
生
育
環
境
に
生
き
る
植
物
と

し
て
、大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
？
こ
れ
ま
た
面
白
い
名

前
が
付
い
た
植
物
で
す
。
こ
の
植
物
は
、

湿
地
の
地
面
に
張
り
付
い
て
育
つ
、
ご
く

小
さ
な
植
物
で
す
。
秋
に
付
く
実
が
耳
か

き
の
よ
う
な
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
名
前
が
付
い
て
い
ま
す
。
根
っ
こ
の

所
々
に
あ
る
小
さ
な
袋
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

な
ど
の
微
生
物
を
取
り
込
ん
で
栄
養
に
し

て
い
る
食
虫
植
物
の
仲
間
で
す
。

　
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
は
黄
色
い
花
を
付
け
ま

す
が
、
今
回
確
認
し
た
も
の
は
、
紫
色
の

花
を
付
け
る
種
類
で
す
。
わ
ず
か
３
㎜
ほ

ど
の
本
当
に
小
さ
な
花
で
す
。
本
種
も
環

境
省
：
準
絶
滅
危
惧
、
長
野
県
：
絶
滅
危

惧
Ⅱ
類
の
希
少
種
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
村
内
で
は
、
登と

渡ど

切
欠
堤
の

湿
地
帯
が
唯
一
の
確
認
地
で
し
た
が
、
今

年
度
の
調
査
で
、
新
た
に
月
岡
山
中
に
あ

る
湿
地
帯
で
も
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
場
所
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
ヌ
タ

場
や
採
餌
場
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
イ
ノ

シ
シ
の
侵
入
に
よ
り
生
育
地
の
消
滅
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
生
育
環
境
と
も
合
わ
せ
て

保
護
・
保
全
が
必
要
な
植
物
で
す
。

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

あの牧野富太郎博士が名付けたキン

セイ ラ ン（ 金星蘭）。

秋に真っ 赤に紅葉し て、 まるでゆで

蛸のよ う なタ コ ノ アシ。

よ く 見ないと 見過ごし てし まう ほど

小さ な ムラ サキミ ミ カ キグサの花

（ 左上） と 耳かき のよ う な形の実（ 右

下）。

ム
ラ
サ
キ
ミ
ミ
カ
キ
グ
サ
、

新
産
地
！ 
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　 １１月１７日㈮、 保護者・ 地域の皆様に学校教育への理解を 一層深めていた

だこ う と 、 学校が力を入れる教育活動を「 特色ある教育活動」 と し て授業公

開し まし た。 授業参観に先立ち、 ガイ ダンスを開いたと こ ろ、 多く の皆様に

ご参加いただき まし た。「 一人で集中し て取り 組む姿、 友達と 一緒に取り 組

む姿様々ですが、 計画に沿っ て取り 組む姿に自分で進める力がつきそう だと

思いまし た」 参観の皆様から 寄せら れた感想です。 学校教育や授業について

保護者、 地域の皆様と 共に考える貴重な機会になり まし た。

　 １２月２０日㈬栄小学校にて「 みんなで学校を 創ろ う ！」 が開

催さ れまし た。

　 今回から 基本計画作成業者にも ご参加いただき、 改修工事の

イ メ ージについて図面を 見ながら ワーク ショ ッ プを 行いまし

た。 今回は「 村のリ ビング」 と し て１ Ｆ を中心に考えを出し 合

いまし た。

　 今までの話し 合いがより 具体的になり 、 参加者から も 「 楽し

かっ た」 と いう ご意見をたく さ んいただき まし た。 オープンス

ぺースは暖房があるので、 暖かい中で話し 合いができ まし た。

次回は１ 月２３日㈫に開催し ます。

子ども 教育係

　 １２月６ 日㈬に、 り

んごっ 子保健室キャ ラ

バン隊の中村智子さ ん

を講師に、 １ ・ ２ 年生

の性に関する指導が行

われま し た。 こ れは、

思春期を迎えたこ の時期の子ども たちが、 二次成長

を科学的に理解するこ と で、 変化の激し い体と 心に

安心し て向き 合う ための学びです。

　 子ども たちは、 思春期になると 心理的離乳がおこ

り 自我が芽生えるこ と 、 他者から の自己評価が気に

なり 不安になるこ と も あるこ と 、 恋愛感情が高まる

こ と を学び、 今、 自分に起こ っ ている変化が当たり

前のこ と であり 、 多く の大人も 経験し ているこ と で

あるこ と を知り まし た。

※り んごっ 子保健室キャ ラ バン 隊と は

　 中学校や高校へ行っ て性教育の出前授業を し ている、

元養護教諭の皆さ んの団体です。

　 １１月下旬、 畑の大根を 収

穫し まし た。 大きな大根がた

く さ ん採れてびっ く り ！なん

と １００本以上!!

　 給食で美味し く いただいた

り 、 きれいに洗っ て役場で販

売し たり し まし た。

　 子ども 達の元気な呼び込み

に足を止め、 保護者の方や役

場の方が沢山買っ て下さ り 、

完売。「 う ち にも 売る ほ

どあるんだけどな…」 と

言いつつ、 ニコ ニコ し な

がら 両手に大根を抱えて

帰る皆さ ん。

　 ご協力あり がと う ござ

いまし た。

　『 自学共育！』

第１３回 「 みんな で 学校を 創ろ う ！」

栄中　 大人に近づく 体と 心

栄小　「 特色ある 教育活動」授業参観

栄村教育委員会報 №20
発行： 栄村教育委員会事務局

2 0 2 4 年１ 月号

「 大き い大根採れたよー！」
～北信保育園　 大根の収穫、 販売～
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　 夏に学校を創ろう でお邪魔し た軽井沢風越学園の

４ 年生が栄村へ学習に来ら れまし た。

　 千曲川の最上流と 下流へいこ う ！と いう 探求の中

で、 水にも 興味を持ち、 千曲川の水を汲み微生物を

確認し たり 、 平滝の水工場を見学し たり 、 忘れずに

千曲川と 信濃川の境で記念写真をパシャ リ 。

　 子ども 達が自由に動く 学習で先生方は大変そう で

し たが、 楽し く 色々なこ

と を学べる環境を創る事

が良い未来へ繋がるこ と

だと 思います。 栄村でも

こ のよう な機会を多く 作

っ ていき たいですね。

生涯学習係

　 ４ 年ぶり に従来コ ースでの開催と なり 全体で8 6 チームの出場があり まし た。 今年は栄村チームオリ ジナル

Ｔ シャ ツを着て参加し 、 栄村では、 唯一の中学生選手と し て栄中学校３ 年生の保坂脩太さ んも 第５ 区（ １.5 k m）

を走り 、「 来年も また走り たい！」 と 力強い声をも ら いまし た。 様々な方のご参加をお待ちし ており ます！

　 東京栄村会から 激励金による応援をいただき まし た。 こ の場をかり て御礼申し 上げます。

村民みんなで 　

村民アルペンスキー教室開催！

１2 月１0 日　 第5 0 回武蔵村山市民駅伝に参加

　 今シーズンも 村民アルペンスキー教室を２ 回開催し ます。 参加を希望さ れる方は、 二次元コ ード から アク セ

スのう えお申込みく ださ い。 お待ちし ています！

　 １２月８ 日㈮東京で

「 民具の安易な廃棄を

防ぎ活用するこ と 」 に

ついての研修会に参加

し てきまし た。 栄村で

はこ ら っ せや東部保育

園に震災時レスキュ ー

さ れた 民具が保管さ

れ、 整理を続けています。 民具は私たちが暮ら し て

きた生活そのも のです。 形を変えつつ受け継ぎ、 生

活の中で使っ ていく にはど う すればよ いでし ょ う

か。 例えば「 箕
み

」 を今も こ んな風に使っ てるよ！と

いう こ と があればぜひお知ら せく ださ い。

民具を 継承す る 風越学園４ 年生～栄村での学び～

期　 日： 令和６ 年　 ①2 月４ 日㈰　 ②2 月1 7 日㈯　 ※両日と も 午前中の開催、 受付は午前９ 時から

参加費： 参加費は無料、 スキー用具は各自用意　 　 　 ※高校生以上はリ フ ト 券が必要です。

対象者： １ 人でスキーに乗れる小学生以上の村内在住・ 在勤の方

講　 師： 栄スキースク ール

〆　 切： 令和６ 年１ 月2 6 日㈮

←申し 込みは

　 コ チラ
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栄
村

農
業
委
員
会
だ
よ
り

会　 長　 市 川 憲 一

新年の
　 　 ごあいさ つ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
酷
暑
と
水
不
足
に
よ
り
米

や
野
菜
の
出
来
具
合
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
山
に
蓄
え
ら
れ
た
水
と
先
人
が

築
い
た
堰
堤
や
水
路
の
お
陰
で
、
他
所

に
比
べ
れ
ば
十
分
な
収
穫
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　
来
る
一
年
も
、
平
和
で
健
や
か
な
年

に
、
そ
し
て
豊
か
な
実
り
の
年
に
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
我
が
家
の
本
棚
に
「
ば

あ
の
ご
っ
つ
ぉ

　
う
ん
め
ぇ
～
の
し

　

ハ
レ
の
ひ

　
ケ
の
ひ
」
と
い
う
本
が
あ

り
ま
す
。
平
成
20
年
３
月
に
栄
村
食
文

化
レ
シ
ピ
編
集
委
員
会
（
委
員
は
阿
部

栄
子
さ
ん
ほ
か
）
が
発
行
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
本
を
み
る
と
、
山
と
田
畑
か

ら
の
、
本
当
に
豊
か
な
恵
み
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
特
に
、
山
菜
料
理
の
多
さ

に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

編
集
委
員
会
は
、
こ
れ
を
「
栄
村
の
宝
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
栄
村
の
原
点
が
、

こ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
先
、
担
い

手
不
足
が
深
刻
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
農
業
は
、
国
民
の
食
料
を
生
産
す

る
と
て
も
重
要
な
仕
事
で
す
が
、
今
の

状
況
で
は
、
家
族
を
養
い
教
育
費
な
ど

を
賄
う
た
め
の
十
分
な
収
入
が
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
今
あ
る
農
地
を
最
大

限
活
用
し
、
こ
の
先
も
栄
村
で
楽
し
く

豊
か
に
暮
ら
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
栄
村
誌
を
み
る
と
、
私
た
ち
の
先
祖

は
、
実
に
多
く
の
災
害
や
苦
難
に
出
会

い
な
が
ら
も
、
た
く
ま
し
く
、
し
た
た

か
に
生
き
て
き
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
背
景
に
は
、
山
の
恵
み
を
大
い
に

利
用
し
て
き
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
地
域
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
潜
在
的
な
可
能
性
）
の
一
つ
は
、
山

や
川
、
そ
こ
で
育
ま
れ
る
森
林
、
山
菜
、

米
や
野
菜
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
豊
富
な
山
林
資
源
を
も
っ
と
活

用
す
る
す
べ
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
人
材

で
す
。
若
者
が
喜
ん
で
定
着
で
き
る
状

況
を
作
る
た
め
の
知
恵
と
行
動
が
必
要

で
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
人
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
連
携
、
共
同
制
作
）
が
栄
村

の
「
宝
」
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
自

由
に
発
想
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
の
栄
村
の
農
業
と
村
民

の
暮
ら
し
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
か
ら
も
、
是

非
、
暮
ら
し
の
工
夫
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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宮

澤

秀

明

　
令
和
５
年
11
月
21
日
に
長
野
市
ホ
ク

ト
文
化
ホ
ー
ル
に
て
第
８
回
長
野
県
農

業
委
員
会
大
会
が
、『
「
地
域
計
画
の
鍵
」

は
共
感
・
協
働
・
話
合
い
及
び
地
域
計

画
の
力
で
み
ん
な
の
未
来
を
育
て
よ

う
』
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ

れ
栄
村
農
業
委
員
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
野
県
全
市

町
村
か
ら
農
業

委
員
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進

委

員

が

集

ま

り
、
農
業
委
員

功
績
者
表
彰
、

農
地
利
用
最
適

化
の
推
進
に
関

す
る
要
請
決
議

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
事
例
発
表
と
し
て
小
谷
村
農

業
委
員
会
の
「
農
地
最
適
化
活
動
の
取

組
み
」
や
中
川
村
農
業
委
員
会
の
「
産

業
政
策
重
視
の
計
画
で
は
な
く
地
域
政

策
重
視
の
計
画
に
す
る
た
め
の
取
組

み
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
活
発
な
質
問
や
意
見
が

あ
り
有
意
義
な
大
会
で
し
た
。

第
８
回 

長
野
県
農
業

委
員
会
大
会

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

令
和
５
年
度

　
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
農
業
委
員
会
研
修
会
に
参
加
し
て

斎

藤

元

一

　
農
地
委
員
会
で
は
８
月
～
９
月
を
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
月
間
と
定
め
、

皆
様
の
田
畑
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
委
員
改
選
後
初
め
て
の

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

長
瀬
地
区
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
へ
続
く
作
業
道
は
綺
麗
に
草
刈

り
さ
れ
て
お
り
、
水
路
も
し
っ
か
り
と

管
理
さ
れ
圃
場
の
草
刈
り
や
水
路
普
請

の
大
変
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
は

森
地
区
と
青
倉

地
区
に
分
か
れ

て
実
施
を
し
ま

し
た
。
今
年
か

ら
導
入
さ
れ
た

タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
と
従
来
通
り

の
紙
地
図
を
照

合
し
な
が
ら
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

油

科

恵

子

　
新
潟
県
上
越
市
直
江
津
で
開
催
さ
れ

た
女
性
農
業
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修

会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
福
井
県
、
石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟

県
に
長
野
県
を
加
え
た
地
域
の
女
性
農

業
委
員
で
、
基
本
的
に
年
に
1
回
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
講
演
『
農
地
利

用
の
最
適
化
な
ら
び
に
情
勢
報
告
』
と

講
習
「
農
地
ナ
ビ
を
使
っ
て
み
よ
う
」

で
し
た
。

　
講
演
で
は
、
今
後
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
地
域
計
画
に
つ
い
て
の
説

明
が
中
心
で
し
た
が
、
栄
村
の
よ
う
な

中
山
間
の
農
地
の
現
状
や
高
齢
化
率
が

非
常
に
高
く
、
若
年
層
の
絶
対
的
不
足

に
陥
っ
て
い
る
地
域
の
参
考
に
な
る
の

か
と
い
う
疑
問
を
払
拭
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
講
習
で
は
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
実
際

に
農
地
の
耕
作
状
態
を
確
認
で
き
る
と

い
う
「
農
地
ナ
ビ
」
の
検
索
と
活
用
方

法
を
実
践
し
て
み
よ
う
と
い
う
取
組
で

し
た
が
、
会
場
の
電
波
状
況
が
悪
く
接

続
が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
私
た
ち
が
持
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
で

農
地
を
検
索
で
き
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
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　 毎月１ 回行われる 定例農業委員会では、 農業委

員が農地の売買、 貸し 借り 、 転用の申請内容を 審

議し て許可や意見を 決定し ていま す。

農地事務処理状況（ 令和５ 年４ 月〜11月末）

①農地法第３ 条、 経営基盤強化法（ 農地の売買、 貸借等）

件　 数 面　 積

所有権移転

売　 買 ４ 件 87.66ａ

贈　 与 １ 件 0.18ａ

計 ５ 件 87.84ａ

賃　 借　 権 14件 350 .37ａ

使用貸借権 ２ 件 69 .81ａ

②農地法第４ 条及び第５ 条（ 農地転用）

件　 数 面　 積 用　 途

第４ 条 ０ 件 ０ ａ −

第５ 条 １ 件 0.76ａ 住　 宅

会 議 報 告

地域計画っ て？地域計画っ て？

何を 決めるの？何を 決めるの？

策定するこ と のメ リ ッ ト策定するこ と のメ リ ッ ト

　 地域農業をリ ード し てき たベテラ ン農業者が10年後大量にリ タ イ アする 時期を迎えま す。 農業従

事者の高齢化や担い手不足が心配さ れる なか、 誰が、 どの農地を どのよ う に守っ ていく かを 考え、

10年後の未来へ向けて、 自分たち の地域が歩みたい方向を 定め、 やり たいこ と 、 でき るこ と を 実行

する ためのコ ン パスが「 地域計画」 です。

※こ れまで地域農業の将来の在り 方を 示し た「 人・ 農地プラ ン」 が、 令和５ 年４ 月に施行さ れた農業経営基盤強

化促進法の一部改正に伴い法定化さ れたも のが地域計画と なり ます。

①地域農業の在り 方
　 人・ 農地プラ ン で決めた地域の方針を基に、 役場農

政課と 農業委員会と が連携し 、 各地区の皆さ んの意向

をく み取って、 今後の担い手の育成や受入れ等につい

ての方針を盛り 込みま す。

②目標地図
　 農地と し て維持し ていく 場所を決め、 その場所につ

いて10年後誰が担っ ていく こ と ができ そう かを 地図に

落と し 込みます。

○10年後の個々の農地を「 誰が耕作する のか」 の見通し を つけるこ と ができ る 。

○地域内で進むべき 農業の方向を 定める こ と ができ る 。

○国の補助や支援を 受けやすく なる。

　 “農業界の今“を深く 、 分かり やすく 、 ホ

ッ ト な情報を週１ 回お届けし ています。

●発　 行　 月４回 毎週金曜日発行

●価　 格　 ￥7 0 0 /月

●発行者　 一般財団法人
全国農業会議所

　 お申込みは、 お近く の農業委員または、

農業委員会事務局まで。

全国農業新聞

～人・ 農地プラ ンの協議内容～

○農業の将来の在り 方

○農地中間管理機構の活用方針

○基盤整備事業の取組方針

○多様な経営体の育成・ 確保の取組方針

～地域計画の協議内容～

○10年後に目指す地域農業の在り 方

○農用地の効率的かつ総合的な利用に関する目標

○農用地の集積・ 集約化への取組

○農作業受託等の活用方針など

目標地図のイ メ ージ
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栄
村
に
移
住
し
て
は
や
5
年
。

　
農
業
委
員
と
し
て
お
声
が
け
頂
い
た
と
き

は
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の
自

分
に
務
ま
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。
と
は
い
え
野
菜
や
米
を
育
て
る
と

い
う
だ
け
が
農
業
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の

も
事
実
。
産
業
が
多
様
化
し
た
現
代
で
は
生

産
以
外
に
も
、
あ
る
意
味
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
発
信
、
交
流
等
、
消
費
者
に
届
く
ま
で

全
て
が
農
業
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
は

ず
で
す
。

　
私
の
主
な
仕
事
は
都
市
と
農
村
の
交
流
を

目
的
と
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
運
営
。
こ
の

村
で
生
ま
れ
育
ち
、
か
な
り
の
年
数
を
農
業

に
従
事
し
て
い
る
他
の
委
員
さ
ん
方
の
中

で
、
私
が
栄
村
の
農
業
に
貢
献
で
き
る
な
ら

そ
の
領
域
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
娘
が
生
ま
れ
、
よ
り
一
層
こ
の
美
し
い
農

村
風
景
を
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
輩
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様

と
協
力
し
な
が
ら
、
栄
村
の
農
業
を
支
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
佐
藤
慎
平
）

編

後

集

記

中

村

久

美

子

　
8
月
23
日
飯
山
市
文
化
交
流
館

『
な
ち
ゅ
ら
』
に
て
北
信
州
農
村

女
性
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
栄
村

の
農
業
委
員
9
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
飯
山
市
へ
移
住
し
、
農
業
へ
取

り
組
ん
だ
事
例
に
つ
い
て
の
プ
レ

ゼ
ン
発
表
を
聞
き
ま
し
た
。

　
発
表
の
中
で
は
、
個
人
経
営
す

る
に
は
、
い
く
つ
も
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
り
な
が
ら
も
独
自
で
問
題
点

を
解
決
し
、
現
在
の
経
営
軌
道
を

作
り
上
げ
た
行
動
力
の
す
ご
さ

や
、
若
い
就
農
者
の
熱
意
が
感
じ

取
れ
る
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
地
元
産
の
農

産
物
や
加
工
品
、
露
店
販
売
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
回
、
令
和
６
年
度
の
北
信
州

農
村
女
性
の
つ
ど
い
は
木
島
平
村

を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

北
信
州
農
村
女
性
の
つ
ど
い

農業に従事する方なら ご加入いただけます。

●加入資格　 ①2 0 歳以上～ 6 0 歳未満の国民年金第１ 号者

　 　 　 　 　 　 ②年間6 0 日以上農業に従事し ているこ と

詳し く はお近く のJA、 農業委員、 農業委員会事務局までお尋ねく ださ い。

農業者農業者
年金年金 所得税・所得税・

住民税の節税に住民税の節税に

なり ますなり ます

年金は生涯年金は生涯

支給さ れます支給さ れます

保険料の額は保険料の額は

自由に自由に

決めら れます決めら れます
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「
知
る
」
と
「
汁
」
で
地
区
へ
の
思
い

深
め
、
交
流
ひ
ろ
が
る

　
何
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交

流
行
事
が
出
来
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が

「
収
穫
祭
」
を
や
っ
と
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　
米
の
収
穫
も
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
10
月
の
後
半

の
土
曜
日
、
公
民
館
の
前
で
は
薪
ス
ト
ー
ブ

に
掛
け
ら
れ
た
羽
釜
か
ら
と
れ
た
て
の
新
米

が
炊
け
る
良
い
匂
い
が
し
て
い
ま
す
。

　
周
り
に
は
元
わ
け
し
ょ
（
？
）
が
集
ま
り

賑
や
か
で
す
。
薪
で
飯
を
炊
く
こ
と
な
ど
と

う
の
昔
に
廃
れ
て
し
ま
い
、
炊
き
方
さ
え
伝

承
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
だ
け
に
興
味
は
尽

き
ま
せ
ん
。
数
日
前
の
失
敗
を
糧
に
こ
の
日

は
最
高
の
炊
き
上
が
り
、
ピ
カ
ピ
カ
の
お
米

で
塩
む
す
び
を
作
っ
て
、
来
た
人
に
振
る
舞

い
食
べ
て
貰
い
ま
し
た
。
最
高
の
米
と
水
、

そ
し
て
何
よ
り
出
来
た
て
を
食
べ
て
貰
お
う

と
い
う
思
い
が
こ
も
っ
た
お
む
す
び
ほ
ど
の

ご
馳
走
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
収
穫
祭
で
は
，
飲
ん
で
食
べ
な
が

ら
楽
し
く
交
流
し
て
収
穫
を
祝
う
だ
け
で
な

く
「
青
倉
の
色
々
」
を
み
ん
な
で
共
有
し
よ

う
と
公
民
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し

「
知
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
準
備
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
地
区
内
に
あ
っ
た
要
望
を
形
に
し

た
も
の
で
す
。
地
震
の
被
害
か
ら
中
山
間
地

の
基
盤
整
備
に
よ
る
田
直
し
が
終
了
し
た
こ

と
を
受
け
、
区
内
の
田
ん
ぼ
が
大
き
く
変
貌

す
る
中
で
ど
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
の
か
を

鳥
の
よ
う
に
空
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
役
場
の
ご
協
力
も
得
て
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り

区
内
全
域
を
撮
影
し
て
ふ
る
さ
と
紹
介
映
像

と
し
て
観
て
貰
い
ま
し
た
。
説
明
や
Ｂ
Ｇ
Ｍ

も
挿
入
し
区
の
行
事
や
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り

な
ど
も
取
り
入
れ
た
映
像
は
素
晴
ら
し
い
出

来
映
え
で
し
た
。
綺
麗
に
整
え
ら
れ
広
々
と

広
が
る
黄
金
の
色
の
稲
は
そ
れ
を
育
む
豊
か

な
土
地
と
人
々
の
弛
ま
ぬ
営
み
に
支
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
も
の
で
し
た
。

　
続
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
青
倉
地
区
に

生
息
が
確
認
さ
れ
た
稀
少
生
物
に
つ
い
て
で

す
。
栄
村
の
稀
少
動
植
物
調
査
員
の
方
々
に

貴
重
な
映
像
と
と
も
に
詳
し
く
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
環
境
が
変
わ
り
絶
滅
を
危

惧
さ
れ
る
ト
ン
ボ
や
蝶
、
鳥
な
ど
そ
こ
に
し

か
居
な
い
、
そ
こ
で
し
か
生
き
ら
れ
な
い
珍

し
い
生
き
物
が
青
倉
に
も
沢
山
生
息
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
普
段
刈
っ
て
い
る

草
と
そ
れ
だ
け
を
餌
に
し
て
い
る
蝶
の
こ

と
、
区
内
の
自
然
環
境
の
中
で
辛
う
じ
て
命

を
繋
い
で
い
る
生
物
も
ま
た
そ
こ
で
暮
ら
す

私
た
ち
と
共
生
す
る
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
40
分
と
い
う
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
第
2
部
は
、
大
鍋
で
作
っ
た
キ
ノ
コ
が
た

っ
ぷ
り
入
っ
た
汁
を
食
べ
な
が
ら
飲
ん
で
食

べ
て
の
賑
や
か
な
交
流
会
で
し
た
。
新
し
く

区
に
加
わ
っ
た
方
も
参
加
し
て
拍
手
で
迎
え

ら
れ
る
な
ど
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
寄
り
合
っ
て
語
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
キ
ノ
コ
汁
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
の
収
穫
祭
は
区
内
の
交
流
が

深
ま
り
楽
し
い
会
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
会
の
成
功
の
た
め
に
多
く
の
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
て
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
な
準
備
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
収
穫
祭
は
、
あ
ら
た
め
て
青
倉
区
の
今
を

知
り
、
人
も
生
き
物
も
気
づ
か
な
か
っ
た
こ

と
や
良
さ
を
発
見
す
る
貴
重
な
会
と
な
り
ま

し
た
。
良
い
水
と
美
味
し
い
お
米
、
こ
の
地

で
命
を
繋
ぐ
稀
少
な
生
き
物
た
ち
と
と
も
に

生
き
る
青
倉
区
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
す

る
こ
と
が
出
来
た
収
穫
祭
で
し
た
。

（
青
倉
公
民
館
長
）

青倉区

収穫祭
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極
野
集
落
に
丸
い
ド
ー
ム
状
の
形
を
し

た
菊
た
ち
が
、
綺
麗
に
咲
き
誇
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
育
て
て
い
る
の
は
、
藤
木

泉
さ
ん
。

お
話
を
伺
い
に
行
く
と
お
宅
の
ま
わ
り
に

も
た
く
さ
ん
の
菊
が
見
事
だ
っ
た
。

歩
い
て
行
け
な
い
人
を
、
軽
ト
ラ
で
送
迎

し
喜
ん
で
く
れ
た
そ
う
。

　「
誰
も
来
な
い
よ
、
こ
ん
な
と
こ
…
見

て
く
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
」
と
泉
さ
ん
。

　
集
落
の
ひ
と
だ
け
が
知
っ
て
い
る
だ
け

で
は
も
っ
た
い
な
い
。
誰
も
来
な
い
こ
ん

な
所
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
行
き
た
く
な
る
素

敵
な
場
所
、
花
や
集
落
、
そ
し
て
お
互
い

を
思
い
や
り
、
大
切
に
す
る
心
。

　
2
0
2
4
年
秋
は
栄
村
の
、
新
観
光
名

所
「
極
野
の
菊
」（
勝
手
に
命
名
し
て
し

ま
い
ま
し
た
）
を
ど
う
ぞ
心
に
お
留
め
置

き
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
ど
う
ぞ
足
を
お

運
び
く
だ
さ
い
ね
。

　「
来
年
は
も
う
し
な
い
」
と
い
う
泉
さ

ん
の
口
癖
が
、
こ
れ
か
ら
も
毎
回
裏
切
ら

れ
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
北
野
天
満
温
泉
入
り
口
に
も
十
二
月
初

め
ま
で
泉
さ
ん
の
育
て
た
立
派
な
鉢
植
え

の
菊
が
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
し

た
。
秋
は
温
泉
に
行
く
楽
し
み
も
増
え
ま

す
ね
。

け
て
対
応
。
ま
さ
に
子
育
て
の
よ
う
な
キ

メ
細
や
か
さ
と
愛
情
を
感
じ
た
。

　
咲
い
た
ら
教
え
て
ね
と
話
し
て
く
れ
た

　
6
、
7
年
前
、
公
民
館
の
と
こ
ろ
の
グ

ラ
ン
ド
が
草
で
ぼ
う
ぼ
う
で
綺
麗
に
し
よ

う
と
思
っ
て
始
め
た
と
い
う
。
お
堂
前
の

畑
も
１
か
所
か
ら
今
や
３
か
所
へ
、
か
や

で
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
美
し

さ
！
何
故
菊
を
？
と
聞
く
と
、「
中
条
の

月
岡
英
男
さ
ん
が
田
の
畔
に
植
え
て
い

て
、
き
れ
い
だ
な
～
と
」
と
の
こ
と
。
そ

し
て
同
じ
く
菊
を
育
て
て
い
た
長
瀬
の
斎

藤
英
人
さ
ん
か
ら
株
分
け
し
て
も
ら
っ
た

そ
う
。

　
黄
色
の
ほ
か
に
、
ピ
ン
ク
や
白
の
菊
も

育
て
た
が
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
咲
き
そ
ろ

う
の
は
難
し
い
様
子
。
外
灯
の
下
は
咲
き

に
く
い
こ
と
も
経
験
。
そ
し
て
今
年
は
猛

暑
だ
っ
た
。

　
奥
様
「
私
は
一
切
手
伝
わ
な
い
の
、（
泉

さ
ん
に
は
）こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
ね
～
。

朝
５
時
半
に
は
起
き
て
大
き
な
た
ら
い
に

水
を
い
れ
て
水
く
れ
に
は
行
っ
た
ね
」
ご

本
人
も
ひ
と
り
で
す
る
方
が
よ
い
の
だ
と

ち
ょ
っ
と
苦
笑
い
。

　
苗
を
育
て
定
植
、
草
刈
り
や
消
毒
に
水

や
り
。
花
が
広
が
り
倒
れ
な
い
よ
う
支
柱

も
し
、
外
灯
の
下
の
菊
に
は
カ
バ
ー
も
か

み
ん
な
に
見
て
も
ら
っ
て
「
き
れ

い
だ
な
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
た

ら
そ
れ
で
満
足
。
そ
れ
が
支
え

楽
し
い
人
生
に
趣
味
は
欠
か
せ
な
い
！

家
の
こ
と
に
百
姓
仕
事
、
地
区
行
事
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
そ
ん
な
日
常
の
中
で
趣
味
を
持
ち
、

い
き
い
き
輝
く
方
に
ス
ポ
ッ
ト
！

そ
の
楽
し
さ
・
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

スポット！
今
回
の
ス
ポ
ッ
ト
は
極
野
で
菊
を
育
て
て

い
る
藤
木 

泉
さ
ん
。

中野と 極野の間にあるお堂前の畑（ 写真左、 左から 極野の藤木八十治さ ん、 藤木 泉さ ん）

北野天満温泉の菊
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地
」
と
呼
ば
れ
、
箕
作
辺
り
が
「
市
川

寄
居
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
は
と
い

っ
た
内
容
を
当
時
の
上
杉
や
武
田
の
情

勢
を
古
文
書
も
活
用
し
な
が
ら
解
説
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
有
名
な
武
将
が

こ
の
地
で
戦
っ
て
い
た
の
か
と
思
う
と

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
ね
。
左
の
頁
の
仙
当

城
の
話
は
築
城
か
ら
少
し
後
の
話
で
す

が
、
様
々
な
説
も
あ
り
、
面
白
い
で
す

ね
。
栄
村
の
歴
史
は
本
当
に
す
ご
い
！

と
思
わ
さ
れ
る
講
座
で
し
た
。

仙当城概要図（ 当日資料より 栄村公民館改変）

ばあのごっ つぉ 紹介し ます！

１ の膳（ 手前） に載っ ているも の

左手前から 、 焼き 魚、 エゴ、 白米

真ん中左から 、 なます、 黒豆

左奥から 、 せえ、 き んと ん、 吸い物

です。

　 こ ら っ せに保管し ている 森広瀬家

のお膳を お借り し まし た。 本来、 お

皿の名前や配置も 決まっ ていますが、

今回は簡易版と いう こ と で、 甘味を

載せる 皿に魚が乗っ ていたり 、 ２ の

膳は仮で載せてあっ たり し ます。

　
先
日
、
森
ふ
れ
あ
い
会
か
ら
、

「
若
い
ひ
と
に
教
え
る
の
に
正
月

ご
っ
つ
ぉ
作
る
か
ら
、
よ
か
っ
た

ら
食
べ
に
来
て
く
ん
ね
か
い
」
と

お
呼
ば
れ
を
し
ま
し
た
の
で
取
材

に
伺
い
ま
し
た
。

　
「
こ
う
や
っ
て
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
、
い
ろ
ん
な
人
が
先
生
に
な

っ
て
教
え
あ
う
機
会
が
大
事
だ
と

思
っ
て
」
と
、
毎
月
森
公
民
館
に

集
ま
り
、
手
芸
や
料
理
な
ど
、
様
々

な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
、
平
均
年

齢
八
十
過
ぎ
の
素
敵
な
お
ん
な
し

ょ
の
会
が
森
ふ
れ
あ
い
会
で
す
。

　
正
月
ご
っ
つ
ぉ
な
の
で
、
様
々

な
「
い
わ
れ
」
を
聞
き
な
が
ら

ご
っ
つ
ぉ
を
頂
き
ま
し
た
。
曰
く

「
蕨

わ
ら
び

は
笑
っ
て
生
き
る
、
サ
ト
イ

モ
は
子
孫
繁
栄
、
昆
布
は
よ
ろ
こ

ん
ぶ
、
レ
ン
コ
ン
は
先
を
見
通

せ
る
よ
う

に
、
車く

る
ま
ふ麩

は
丸
く
円

満
に
収
ま

る

よ

う

に
。」
な
ど

で
す
。

　
昔
の
話

も
思
い
出

し
な
が
ら

「
蕨
は
血

を
荒
ら
す

か
ら
産
後
は
ゼ
ン
マ
イ
を
載
せ
た

ん
だ
よ
ね
」
「
ゴ
ボ
ウ
は
も
っ
と

長
か
っ
た
」
「
ハ
レ
の
日
は
紅
白

な
ま
す
で
、
ケ
の
日
は
ゆ
で
な
ま

す
（
白
だ
け
）
作
っ
た
よ
」
と
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
学
び
の
多
い

集
ま
り
で
し
た
。

公民館
講 座

村
誌
を
読
み
解
く
～
仙
当
城
編
～

　
十
一
月
十
二
日
、
月
岡
公
民
館
共
催

で
仙
当
城
を
歩
く
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
師
は
昨
年
度
の
「
城
坂
城

編
」
で
も
来
て
い
た
だ
い
た
、
村
誌
執

筆
者
で
現
小
川
中
教
諭
の
遠
藤
公
洋
先

生
。
「
仙
当
城
は
ど
っ
ち
が
正
面
か
わ

か
り
ま
す
か
？
」
か
ら
始
ま
り
、
「
土

塁
が
あ
る
の
で
平
ら
な
場
所
が
見
え
な

く
な
っ
て
い
る
」
な
ど
、
現
地
を
見
な

が
ら
わ
か
り
や
す
く
詳
し
い
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。
仙
当
城
は
実
戦
的
な
城
で

南
側
（
信
州
側
）
か
ら
攻
め
て
く
る

敵
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
あ
る
そ
う
で

す
。
お
そ
ら
く
造
ら
れ
た
の
は
元
亀
二

年
（
一
五
七
二
年
）
当
時
は
「
市
川
新

当
日
の
様
子
は
教
育
委
員
会

Y
o
u 
T
u
b
e
で
視
聴

可
能
で
す
！

月岡集落

こ こ が味方の入り 口

南が正面

２ の膳

１ の膳
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「 上杉謙信の孫、 道満丸伝説を 探る

～常慶院と 仙当城」 その②

おらどこの「 宝」の知識を深めよう

おらおら村村のの宝！宝！ その10その10

　
前
回
か
ら
続
き
、道
満
丸
と
月
岡
集
落
、

仙
当
城
と
の
関
係
で
す
。

③
月
岡
・
市
川
氏
（
油
屋
）
と
の
関
係
は
？

　
元
村
長
で
あ
っ
た
市
川
和
雄
さ
ん
の
ご

先
祖
「
市
川
氏
（
屋
号
油
屋
）
」
は
鎌
倉

出
身
の
武
士
で
上
杉
氏
に
招
か
れ
て
上

越
・
高
田
に
移
り
、
そ
の
後
、
道
満
丸
の

後
見
人
と
し
て
栄
村
近
辺
を
治
め
て
い
た

「
市
河
氏
」
に
仕
え
、
月
岡
に
来
た
よ
う

で
す
。

　
秀
吉
に
よ
る
一
五
九
八
年
の
上
杉
景
勝

の
会
津
移
封
の
際
、
市
河
氏
と
常
慶
院
は

会
津
に
移
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
月
岡
の

市
川
氏
は
か
く
ま
っ
た
道
満
丸
と
と
も
に

月
岡
に
残
り
ま
し
た
。
成
人
し
た
道
満
丸

は
市
川
氏
の
娘
と
結
婚
し
仙
当
城
の
城
主

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

④
仙
当
城
の
名
前
の
由
来

　
謙
信
の
姉
、
仙
桃
院
は
八
十
五
歳
ま
で

生
き
た
と
言
わ
れ
、
景
勝
時
代
も
力
は
あ

っ
た
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
道
満
丸
を
守

る
た
め
城
の
名
前
に
自
分
の
名
前
を
付
け

た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑤
市
河
氏
の
残
し
た
貴
重
な
資
料

　
「
市
河
文
書
（
山
形
県
本
間
美
術
館
所

蔵
）」
「
市
河
家
文
書
（
山
梨
県
立
博
物
館

所
蔵
）」
は
平
安
末
期
か
ら
戦
国
時
代
ま

で
の
約
4
0
0
年
間
の
市
河
氏
の
動
向
を

記
し
た
栄
村
を
代
表
す
る
武
家
文
書
で
す
。

　
こ
の
文
章
が
注
目
さ
れ
た
の
は
武
田
信

玄
の
天
才
軍
師
と
言
わ
れ
た
山
本
勘
助
が

実
在
人
物
で
あ
る
こ
と
を「
市
河
家
文
書
」

が
証
明
し
た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
月
岡
市
川
氏
の
文
書
は
「
高
井

郡
箕
作
村
市
川
家
文
書
」
の
名
前
で
長
野

県
立
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
後
、
道
満
丸
は
常
慶
院
の
末
寺
大
龍

院
と
一
緒
に
越
後
津
南
に
戻
っ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。
栄
村
に
は
こ
ん
な
大
河
ド
ラ

マ
に
も
な
り
そ
う
な
歴
史
が
潜
ん
で
い

て
、
興
味
を
引
き
立
て
ま
す
ね
。

（
文
責

　
中
沢
謙
吾
）

レンズを
通し てみる

世 界

市 川 憲 一
（ 月岡）

あ
る
も
の
と
は
少
し
印
象
が
違
っ
て
見

え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
人

間
の
眼
と
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
の
構
造
の

違
い
や
カ
メ
ラ
と
被
写
体
の
位
置
関

係
、
ま
た
は
、
レ
ン
ズ
に
入
っ
て
く
る

光
の
方
向
だ
っ
た
り
す
る
。

　
９
月
の
終
わ
り
に
苗
場
山
に
登
っ

た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
カ
メ
ラ
は
防
塵

防
水
の
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
使
う
。

花
の
時
期
は
過
ぎ
た
頃
で
、
登
山
道
沿

い
の
岩
や
樹
の
幹
に
は
、
色
々
な
コ
ケ

が
雨
に
濡
れ
て
い
た
。
私
の
使
っ
て
い

る
カ
メ
ラ
は
レ
ン
ズ
先
端
か
ら
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
被
写
体
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
、
さ
ら
に
、
ピ
ン
ト
を
少
し

ず
つ
ず
ら
し
て
八
枚
撮
影
し
、
そ
れ
を

合
成
し
て
全
体
に
ピ
ン
ト
の
合
っ
た
写

真
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
出
来
上
が
っ
た
写
真
は
、
虫
眼
鏡
で

拡
大
し
た
も
の
の
よ
う
で
、
自
分
が
小

人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
。

　
写
真
と
言
え
ば
、
目
の
前
の
も
の
を

肉
眼
で
見
た
そ
の
ま
ま
の
姿
で
画
像
化

し
た
も
の
、
と
思
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

全
く
差
し
支
え
な
い
の
だ
が
、
実
際
に

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
と
、
目
の
前
に

アキアカ ネの顔のアッ プ： コ ケの写真

と 同じ よ う に、 被写体に数セン チまで

近寄っ て深度合成し たも の
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方
が
休
め
る
人
も
多
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
定
式
の
休
日
の
他
に
、
臨
時
の
休
日
も

あ
り
ま
し
た
。
延
享
元
年
は
春
か
ら
水
不

足
に
な
り
、
四
月
下
旬
に
は
堰せ

き

に
水
が
な

く
な
り
、
小
滝
で
は
苗
代
が
干
上
が
る
ほ

ど
に
な
り
ま
す
。
時
々
は
雨
も
降
り
ま
し

た
が
野
田
沢
と
小
滝
で
は
五
月
上
旬
に
予

定
し
て
い
た
田
植
え
が
で
き
ず
、
堰
普
請

を
く
り
返
し
て
も
埒
が
あ
き
ま
せ
ん
。
五

月
二
五
日
（
新
暦
七
月
五
日
）
に
は
水
払

底
の
た
め
寺
に
雨
乞
い
を
頼
む
こ
と
に
な

り
、
神
社
の
方
で
も
協
力
し
て
翌
日
か

翌
々
日
か
ら
取
り
掛
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
際
に
、も
し
雨
が
降
っ
た
ら「
村

中
遊
び
申
す
べ
し
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
庄
屋
の
発
言
ら
し
く
、
雨
乞
い
の
効
験

が
あ
れ
ば
臨
時
の
休
日
に
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
庄
屋
に
村
の
休
日
を
決
め
る
権
限

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
雨
乞
い

の
結
果
で
す
が
、
翌
二
六
日
は
曇
り
、
夜

か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
雨
の
日
が
続
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
日
記
に
記
事
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
約
束
通
り
休
日
に
な
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
続
き
ま
す
。

地域史料保全有志の会

鈴木 努（ 通称： ど先生）

イ ラ スト 作成： 佐藤洋平

　
昨
暮
れ
に
か
け
寒
波
と
大
雪
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
お
変
わ
り
な
く

お
過
ご
し
で
す
か
。
年
が
改
ま
り
ま

し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
昨
年
は
清
水
寺
の
「
今

年
の
漢
字
」
に
「
税
」
が
選
ば
れ
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
や
保
険
証
の

廃
止
論
議
な
ど
、
身
近
な
所
で
じ
わ

り
と
し
た
変
化
を
予
期
さ
せ
る
こ
と

が
多
い
一
年
で
し
た
。
諸
事
変
化
す

る
な
ら
良
い
方
向
へ
、
と
願
う
ば
か

り
で
す
。

　
前
回
は
村
定
第
四
条
の
「
昼
休
」
と
い

う
休
み
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

今
回
は
第
五
条
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
内
容
で
す
。

　
一
、
五
節
句
其
外
休
日
ニ
も
昼
夜
共
若

　
　
　
キ
男
女
相
集
メ
小
宿
致
申
者
候

ハ
ヾ
、
小
宿
よ
り
三
貫
文
ツ
ヽ
過

料
急
度
取
立
可
申
候
（
五
節
句
や

そ
の
ほ
か
休
日
に
、
昼
夜
と
も
若

い
男
女
を
集
め
て
小
宿
を
致
す
者

が
い
た
ら
、
小
宿
か
ら
三
貫
文
ず

つ
罰
金
を
必
ず
取
り
立
て
る
で
あ

ろ
う
。）

　
　
　
　
附
り
、
苧
績
と
申
寄
合
申
義
一

切
仕
間
敷
候
、
二
番
縮
之
節
間
合

不
申
手
支
有
之
者
之
方
ニ
而
介
う

み
ニ
頼
申
義
ハ
各
別
之
事
（
附
け

た
り
、
苧お

績 う

み
と
称
す
る
寄
合
は

一
切
し
て
は
な
ら
な
い
、
二
番
縮

の
時
期
に
間
に
合
わ
ず
手
元
が
差

し
支
え
る
者
が
い
て
、
「
介
績

み
」
に
頼
ま
れ
た
な
ら
、
そ
れ
は

特
別
に
扱
う
こ
と
。
）

　
こ
の
箇
条
に
は
、
休
日
の
日
取
り
、
休

日
の
過
ご
し
方
、
そ
し
て
こ
の
規
定
が
対

象
に
し
て
い
る
人
々
、
と
い
う
注
目
点
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
に
見
て
ゆ
き
ま
す
。

　
ま
ず
休
日
の
日
取
り
と
し
て
、「
五
節

句
そ
の
ほ
か
休
日
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
五
節
句
は
一
月
七
日
（
人じ

ん

日じ
つ

）、
三

月
三
日
（
上じ

ょ
う
し巳

）、
五
月
五
日
（
端た

ん

午ご

）
、

七
月
七
日
（
七
夕
）、
九
月
九
日
（
重

ち
ょ
う
よ
う陽

）

の
こ
と
で
、
神
事
を
行
う
年
中
行
事
（
節せ

っ

供く

）
を
指
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
季

節
の
区
切
り
（
節せ

っ

供く

）
と
な
っ
て
ゆ
き
、

江
戸
時
代
に
は
幕
府
が
祝
日
と
定
め
て
い

ま
し
た
。
前
回
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
当

時
の
祝
日
は
公
務
を
休
ん
で
祝
賀
行
事
を

す
る
日
で
す
。
島
田
家
文
書
に
あ
る
幕
末

の
日
記
に
も
、
六
月
十
六
日
に
「
此
日
御

か
じ
や
う
ニ
而
御
役
所
御
休
」
と
い
う
記

事
が
あ
り
ま
す
。
嘉か

し
ょ
う祥

（
嘉
定
）
と
は
菓

子
を
食
べ
て
邪
気
を
祓
い
健
康
を
祈
願
す

る
行
事
で
、
江
戸
時
代
に
は
将
軍
か
ら
諸

大
名
や
幕
臣
に
菓
子
を
配
る
行
事
が
執
り

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う
村
落
で

は
、
島
田
家
の
延

え
ん
き
ょ
う享

元
年
（
一
七
四
四
）

の
日
記
を
見
る
と
、
五
月
五
日
に
寺
へ
節

句
の
ち
ま
き
と
酒
一
樽
を
贈
っ
た
他
は
胡

瓜
の
植
え
付
け
を
し
た
り
、
そ
の
他
の
節

句
の
日
も
道
普
請
を
す
る
な
ど
、
全
く
の

労
働
休
日
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
も

っ
と
も
日
記
の
記
述
は
庄
屋
の
家
内
の
こ

と
な
の
で
、
一
般
の
百
姓
家
は

休
ん
で
い
て
も
家
来
の
者
に
は

休
み
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
前
回
写
真
で

お
見
せ
し
た
天
王
祭
な
ど
祭
日

に
は
家
来
の
者
も
休
み
と
な

り
、
五
節
句
よ
り
村
の
祭
日
の

あ
ー
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
か

　
〜
ど
先
生
の
栄
村
昔
語
り
〜

　
其
の
六
十

『
元
文
五
年
の
村
定
法  

そ
の
５

』

「 村定、 第五条」
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伝統食体験会

　 11月20日㈪に栄村の伝統野菜のし し こ し ょ う を 使っ た野沢菜漬け体験会、 12月３ 日㈰に正月前のそば打

ち教室を 開催し ま し た。 野沢菜漬けは民生課・ 農政課・ ス キー場と 協働、 そば打ちは民生課と 北野天満温

泉と の協働です。 ど ちら も 10名程度お越し いただき ま し た。

　 と こ ろ で、栄村のそばについては「 おら 村の宝」 で何度かお伝えし てき たと 思いま すが、「 し し こ し ょ う 」

についてはご 存知ですか？横倉や小赤沢で種を 継いで伝えら れてき たト ウ ガラ シの一種です。 平成28年に

は信州の伝統野菜にも 認定さ れま し た。 お尻が三つに割れたピ ーマン のよ う な形を し ていま す。 鷹の爪よ

り 肉厚で、種は辛いですが、果肉は甘く 、熟し て赤く なる と 良い香り も し ま す。乾燥さ せて一味にする と 七

味の代わり に使える く ら いです。 昔は鷹の爪が栄村になかっ たので、 野沢菜漬けなど にも し し こ し ょ う を

使っ ていたのだと か。今回は「 栄村伝統野菜し し こ し ょ う 部会」 のかあちゃ んたちに教わり ながら 野沢菜を

漬けま し た。う ま く 漬かればス キー場でも 提供を さ れている はずです。ぜひ食べに行っ てみてく ださ いね。

そばをこ ねる 参加者 野沢菜漬けと し し こ し ょ う

続・ そば打ち教室 参加者募集!!続・ そば打ち教室 参加者募集!!
〜１ 月にも そば打ち教室をやり ます。

ぜひお申し 込みく ださ い！〜

●日にち　 １ 月28日㈰

●時　 間　 13時30分から 17時こ ろ まで

●場　 所　 北野天満温泉

●持ち物　 三角巾・ エプロン

●参加費　 300円（ 定員10名）

●申込み　 民生課　 健康支援係　 ☎87-3020

〜猫つぐら 教室 ご自由にご参加く ださ い〜

　 栄村つぐ ら 振興会が下記日程で猫つぐ ら 教室を開催

し ま す。「 てわる さ 」 覚えま せんか？

●日にち　 １ 月21日㈰、 ２ 月18日㈰、 ３ 月17日㈰

●時　 間　 10時から 12時ま で

　 　 　 　 　 お時間ある 方はそのあと も 作っていただい

て結構です。

●場　 所　 栄村公民館　 こ ら っせ

●申込み不要　 問い合わせ先　 栄村公民館　 ☎87-3118

小赤沢公民館で
そば打ち教室開催

冬の「 てわるさ 」なじ ょ だえ？

　 12月17日㈰、 小赤沢公民館で、 集落主導のそば打ち

教室が行われま し た。

　 小赤沢活性化倶楽部でそばを 作っ ている のですが、

今はすべて他の所に出荷し ている ため、「 自分たちで

作っ たそばを食べたい！食べても ら いたい！」 と いう

思いから 始めたそう です。

　 昨年、 そば打ち教室を受講さ れた福原洋一さ んの声

掛けで、 老若男女15人弱の方が集ま り 和山（ 森） の相

澤優樹さ んを主な講師に３ 人１ 組と なり そば打ちをし

ま し た。

　 11月にも 行っ たそう で、 こ の冬、 ひと 月に１ 回を目

安に続けて行く と のこ と 。 小赤沢の集落全員がそばを

打てる よ う になる 日も 近いかも !?こ れから も 応援し て

いま す。

冬の入口講座開催し まし た
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①栄村に移住し よう と 決めたきっ かけは？

　 ２０年程前に栄村の猫つぐ ら を 購入し 、その美し さ に魅了さ れて、

いつか作っ てみたい、 職人になり たいと 漠然と 思っていま し た。

　 一昨年村を体験訪問する 機会があり 、村の空気感と 居心地の良さ

と 村民のみなさ ん達の温かさ に触れあっている う ちに「 こ こ でな

ら やっ ていける ！」 と いう 自信がつき 、すぐ に移住を決めま し た。

②今一番楽し いこ と ややり がいのあるこ と は何ですか？

　 体験訪問の際にお世話になっ た、 シェ アハウ ス 「 と ま り いえ」

の２ 号館管理人と し て運営の手伝いを し ていま す。 住人さ ん達と

一緒に日々楽し く 暮ら せる よ う に手探り を する 毎日です。

　 そんな中で、 住人さ ん達が村での生活を 満喫し ていたり 村のこ

と を 好き になっ てく れていたり する のが垣間見える と すごく 嬉し

く やり がいを感じ ま す。

③こ れから どのよう に過ごし ていきたいですか？

　 栄村に移住し て１ 年経ちま し たが、 ま だま だわから ないこ と だ

ら けなので、 こ れから も みなさ んに色々教えても ら いながら 村で

の暮ら し を 楽し んでいこ う と 思いま す。

　 将来的には、 猫つぐ ら だけでなく 村の魅力ある 工芸品や食文化

など を 継承し 後世に残し ていく 作業に携っ ていけたら と 考えてい

ま す。 よ ろし く お願いいたし ま す。

よう こそ！栄村へ!!

安田深雪 さ ん（ 青倉）

桑原健次郎さ ん（ ２６歳　 北野）

　 私は、 栄村で家業である 設備屋「 栄水道」 で設備工

事の仕事を し ていま す。

　 高校卒業時いろ いろ と 進路を悩んだのですが、 親父

の跡を 継ぐ と 決め、 弟子に入り ま し た。 も う ８ 年も た

ち、 仕事にも だんだんと 慣れてき ま し た。 日頃から 皆

様に仕事を いただいて大変感謝し ており ま す。 あり が

と う ご ざいま す。

　 休みの日には、 趣味の海釣り に友達や先輩と 行っ て

いま す。 新潟の海が主なので最低でも １ 時間半程の道

のり ですがと ても 楽し いです。 ま だ上手く なく 、 ボウ

ズ も ざ ら な の

で、 上手い人の

アド バイ ス お待

ちし てま ーす！

　 冬は雪害対策

救助員と し て働

いていま す。 雪

掘り も 任せてく

ださ い！

大きく なったら、
みんなを守る工事現場の
作業員になりたい！

晃
こ う

成
せい

さ ん（ ４ 歳）

　 いつも 笑わせてく れる優し い晃成。 笑顔

いっ ぱいのまま大きく なあれ！

久保田成哉・ ゆき 乃さ ん宅（ 横倉）

おおきく な〜れ

安田さ んも 魅了さ れた猫つぐ ら 教室の情報は29ページへ ⇒
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こ
ら
っ
せ
通
信

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
時
、
早
い

も
の
で
令
和
五
年
が
あ
と
少
し
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
猛
暑
を

上
回
る
酷
暑
と
い
わ
れ
る
暑
い
日
が
続
き
ま

し
た
。

　
こ
の
暑
さ
で
十
日
町
市
で
は
、
田
ん
ぼ
に

ひ
び
が
入
り
、
魚
沼
産
の
米
の
等
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下
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っ
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で
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っ
て
い
ま
し
た
。
農

家
さ
ん
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暑
さ
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っ
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な
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う
か
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畑
の
方
も
影
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が
あ
っ
て
ト

マ
ト
が
一
時
取
れ
な
く
て
高
く
な
り
ま
し
た

よ
ね
。
お
米
も
、
暑
さ
に
強
い
品
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が
研
究

さ
れ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

　
秋
山
で
も
こ
こ
何
年
か
ク
ー
ラ
ー
が
必
要

と
思
う
よ
う
に
な
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ま
し
た
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令
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六
年
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も
う
少
し
、
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が
落
ち
着

い
て
く
れ
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の
を
願
う
ば
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。
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集
後
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小
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瀬
や
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な
じ
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と
長
電
話
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落
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ゆ
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去
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る
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の
流
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今月の一句 〜栄村俳句会〜

　
栄
村
の
震
災
で
レ
ス
キ
ュ
ー
さ
れ
た
古
文
書
や
民
具
、
考
古

資
料
の
整
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
「
地
域
史
料
保
全
有

志
の
会
」
の
活
動
が
令
和
五
年
八
月
よ
り
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
で
何
や
っ
て
い
る
の
？
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
「
古
文

書
班
」
「
民
具
班
」
「
考
古
班
」
の
三
つ
に
分
か
れ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
「
古
文
書
班
」
で
は
主
に
古
文
書
の
目
録
作
り
で
す
。
「
な
ん

て
書
い
て
あ
る
の
か
な
」
等
雑
談
し
な
が
ら
古
文
書
を
読
ん
で

内
容
を
書
き
記
し
た
り
、
読
め
な
い
方
は
古
文
書
に
は
さ
む
し

お
り
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
「
民
具
班
」
で
は
東
部
保
育

園
に
保
管
し
て
あ
り
、
家
ご
と
に
分
け
て
い
た
民
具
を
、
見
や

す
い
よ
う
に
種
類
ご
と
に
分
け
て
置
い
て
い
く
作
業
を
し
て
い

ま
す
。
「
考
古
班
」
は
旧
東
部
小
学
校
に
保
管
し
て
あ
っ
た
土

器
を
「
こ
れ
は
こ
こ
か
な
？
」
と
言
い
な
が
ら
く
っ
つ
け
た
り

拓
本
と
呼
ば
れ
る
土
器
の
図
柄
の
写
し
を
採
っ
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
ど
の
作
業
も
専
門
知
識
が
な
い
方
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
皆
さ
ん
次
回
の
活
動
時
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
！
「
う
ち
に
も

こ
ん
な
の
あ
っ
た
で
～
。
」
等
お
茶
の
み
に
来
て
い
た
だ
く
だ

け
で
も
結
構
で
す
。

公民館報編集委員より 皆様の

ご健康と ご多幸を お祈り いたし ます。

　 初詣。 皆さ んも う お宮にお参り はし まし たか？

　 編集委員で話し ていると 、「 小滝は４ つの神社を 周

り 、 終わっ たら するめと ピーナッ ツで歯固めをする。」

「 箕作はお宮・ カ ネサマ・ お寺の順番で周る。」「 青倉

は昔は集落から 細い道を上っ たけど今は道路ができ た

ので車ですぐ 近く まで行く 。」 など面白い話が聞けま

し た。 あなたの集落はどう ですか？

美

あけまして
おめでとう ございます

　 2 4 ページ で 紹介し た 収

穫祭ですが、 泉平でも 盛大

に行われまし た。 令和５ 年

はコ ロ ナ禍の謹慎ムード も

明け、 生き 生き と 動き 始め

た１ 年だっ たのではと 感じ

ています。 今年はも っ と 活

発な１ 年にし たいですね。

古文書班の活動

考古班の活動と

修復し た土器　

延べ1,382名

2023年（ １ 月～ 11月）の来館者数

　 カ セッ ト テープやレ コ ード 、 も う 家で聞けなく な

っ たも の等、 良い音質で聞けますのでぜひこ ら っ せ

にお越し く ださ い。 ビデオテープ等の視聴も ご相談

く ださ い。 今年も よ ろ し く お願いし ます。

開館以来の来館者数（ Ｒ 5.

11月末）は13,283名です。
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11月火災・ 救助・ 救急出動件数

最高気温 2 6 .1 ℃ 1 1 月６ 日㈪

最低気温 − 0 .2 ℃ 1 1 月2 6 日㈰

平均気温 8 .4 ℃ 総 雨 量 2 2 0 ㎜

栄村の気象（ 11月）

世帯数 7 7 8 世帯 前月比− 5

人　 口 1 ,5 9 2 人 − 1 3

男 7 5 4 人 − 6

女 8 3 8 人 − 7

出生 0

死亡 6

転入 3

転出 1 0

世帯と 人口（ 12月１ 日現在） 11月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 0 0 1 1 7 飯山日赤 8

津南病院 2

そ の 他 0

不 搬 送 0

合　 　 計 1 0
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 1 0 1 7

野沢温泉村 0 0 2 0

栄 村 0 0 8

管 轄 外 等 0 0 0

消火の確認　 何回やっても 　 フ ァ イ ンプレ ー

１ 月の納税等
○村県民税　 　 　 　 ○国民健康保険税

○介護保険料　 　 　 ○後期高齢者医療保険料

○村営住宅料　 　 　 ○ケーブルテレ ビ 使用料

○教員住宅使用料　 ○合併浄化槽使用料

○保育料　 　 　 　 　 ○農業集落排水処理使用料

○温泉休憩所使用料　 ○学童保育料

生活カ レンダー

※振替指定口座の残高を事前にご確認く ださ い。

納期限は　 １ 月3 1 日㈬　 です

口座振替日
　 農協・ 郵便局　 　    １ 月2 2 日㈪
　 八十二銀行・ 県信   １ 月2 5 日㈭

〈 登録方法〉

　 右の二次元コ ード を読み取り 、 追加又は以下の

方法で登録し てく ださ い。

①LIN Eアプリ を開き、検索で「 栄村」

　 と 入力

②LIN Eアプリ を開き、「 友だち追加」

　 のID 検索で＠sakaevillと 入力

村の情報はLINEでも 配信しています。

ぜひお友達登録をお願いします。

月１
【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
９
日
㈫
・
23
日
㈫

　
午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
10
日
㈬

　
午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
幼
児
検
診
】

日
時
：
15
日
㈪

　
午
後
１
時
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
あ
そ
び
の
教
室
】

日
時
：
22
日
㈪

　
午
前
９
時
30
分
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

子
ど
も
・
子
育
て

健
　

康

【
い
き
い
き
サ
ロ
ン
】

日
時
：
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

場
所
：
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
事
・
そ
の
他

【
集
い
の
場 

に
じ
い
ろ
】

日
時
：
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

　
　
　
10
時
30
分
か
ら

場
所
：
診
療
所
２
階

http://www.vill.sakae.nagano.jp

